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[お詫びと訂正]

神経化学vol.48No.4の291ページに誤りがありました。謹んで、お詫び申し上げるとともに、正しくは添付い

たしました本訂正紙をご覧いただきますよう、お願い申し上げます。

研究助成金等候補者選考委員会

0学会推薦公募案件 (08年9月-09年5月)

. (財)東レ科学技術振興会 第49回(平成20年度)東レ科学技術賞

. (財)東レ科学技術振興会 第49回(平成20年度)東レ科学技術研究助成

・(財)ブレインサイエンス振興財団第23回研究助成

. (財)ブレインサイエンス振興財団 第23回 塚原仲晃記念賞

・女性科学者に明るい未来をの会 2009年度猿橋賞

. (財)ブレインサイエンス振興財団 第22回 海外研究者招勝助成

・(財)ブレインサイエンス振興財団 第22回 海外派遣研究助成

. (財)藤原科学財団第50回藤原賞

. (財)茨城県科学技術振興財団 第6回江崎玲於奈賞

・(財)材料科学技術振興財団 第9回 山崎貞一賞

-財団法人井上科学振興財団 第26回 (2009年度)井上学術賞

委員長神庭重信

・財団法人内藤記念科学振興財団 第41回 (2009年度)内藤記念科学振興賞

・財団法人内藤記念科学振興財団 第41回 (2009年度)内藤記念海外学者招へい助成金(後期)

・文部科学省 平成22年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 ※科学技術賞及ひち若手科学者賞

0推薦件数 (09年5月31日現在)

. (財)東レ科学技術振興会 第49回(平成20年度)東レ科学技術賞

コ応募l件あり。審議の上、推薦決定。

. (財)東レ科学技術振興会 第49回(平成20年度)東レ科学技術研究助成

寺応募1件あり。審議の上、推薦決定。

0推薦結果 (09年5月31日現在)

受賞なし。
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理事会議事録

2009年度第2園理事会

日時:2009年6月21日(日)12 ・ 50~16 : 50 

会場:伊香保温泉ホテル天坊 1階「平安」

出 席:高坂新一(理事長)、井上和秀(副理事長・第53回大会長)、岡野栄之(庶務担当)、島田昌一(会

計担当)、今泉和則(出版・広報担当)、熊倉鴻之助、塩坂貞夫、遠山正捕、御子柴克彦、柳津勝彦、

和中明生、白尾智明、田代朋子(第52回大会長)、西川 徹(以上理事)、三木直正、宮本英七(以

上監事)、池中一裕(将来計画委員会委員長・第55回大会長)

委任状・神庭重信(理事)、米田幸雄(奨励賞選考委員会委員長・第54回大会長)

議題

[報告事項]
1. 2009年度第1回理事会議事録承認の件

高坂新一理事長より、先般持回り審査を行い、承認が得られている旨報告された。

2.理事長報告

第52回大会開催にあたり、田代朋子大会長に対し謝辞がなされた。また、以下の通り報告された。

-今大会は「神経組織の成長・再生・移植研究会(GRT研究会)Jとゆるやかな連携形式で開催される O

-前大会にて好評で、あった「若手育成セミナー」を今回も開催する。

3.庶務報告

岡野栄之庶務担当理事より、会員数動向について報告された。また、物故会員2名に対し黙祷が捧

げられた。

4.会計報告

島田昌一会計担当理事より、以下の通り報告された0

.会計監査報告書について

2008年度決算について宮本英七、三木直正両監事によって会計監査が行われた。その結果、収

支内容及び財産状況について正しく示されている旨認められたとのことであった。

-年会費未納者数について

年会費未納者数について現状報告がなされた。引き続き未納者へ督促を行うとともに、該当者

に連絡可能な理事は、本人へ納入喚起を行うこととなった。

また、長期未納者については未納が解消されない場合、本年12月末付けで除名処理を行う旨確

認された。

5. 出版・広報報告

今泉和則出版・広報担当理事より、以下の通り報告された。
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《今年度の活動目標について》

l.新たな会員情報検索システムの導入に向け、検討を重ねている。今年度の完成を目指したい。

2.英語版の学会ホームページを充実させたい。

〈機関誌の発行状況について》

本年3月に48巻l号の発行を終えた。引き続き4号(12月発行予定)の発行準備を進める。また、 4号

では「学会参加レポート」コーナーを新設し、国際学会(特にISNやAPSN)に参加した若手研究者

の報告レポートを掲載する予定である。

《大会情報・論文掲載に関する情報提供について》

NHK科学文化部より、大会情報や重要論文の掲載情報を提供してほしい旨依頼があった。

当会活動のアピールになるため、積極的に提供する予定である。なお、重要論文の掲載情報につ

いては、当会の活動内容に相応しいものに限り、情報提供することとする。

6.委員会報告

(1)将来計画委員会

池中一裕委員長より、今期の活動方針について以下の通り報告された。

・これまでに委員会でなされた議論や提案がどれだけ実現しているかを詳細に見直す。実現し

ていない案件は、取り扱いについて検討を重ねる。

・上記を踏まえ、新しい提案を検討することとする。

また、高坂新一理事長より以下の通り要望された。

. ['若手の育成」と「若手が自分の手で学会を作り上げていく姿勢」を大切にしたいと考えており、

若手が積極的に学会の運営に携われる仕組みを検討してほしい。

高坂理事長の要望についても、委員会で今後検討していくこととなった。

(2)出版・広報委員会

今泉和則委員長より、以下の通り報告された。

<e-mail配信について》

e-mail配信及び、会員検索システムにかかる情報開示について、同意状況が報告された。

また、 e-mail配信について一部の会員より「事務局からのかmailが届かないjとの苦情が寄

せられたため調査を行った。その結果、事務局でのエラーは考えにくく、受信側の受信設

定が要因である可能性が高いとのことであった。今後、特別な案件をe-mailで、配信する際は、

受信確認を設定することとなった。

〈第105回日本精神神経学会学術総会のセッション企画参加について〉

5月に予定されていた第105回日本精神神経学会学術総会において、当会の活動をアピールす

る企画を計画していたが、新型インフルエンザ感染拡大のため8月に延期となった。

《新会員情報検索システムについて〉

新たな会員情報検索システムの運用に向け、利便性を考慮して現行システムで利用中の

UMIN'PLAZAサーバーからUMIN'OASISサーバーへの移行を検討している。しかし、

UMIN'OASISサーバーは開発途上であり、当方のニーズに対応しきれない可能性がある

ため、 Xoops(Xoonips)等他サーバーの調査も進めている。

なお、上記報告を踏まえ、高坂理事長より会員情報が二重管理(当会事務局・情報管理者)

となる可能性が指摘され、その点も留意して検討を進めるよう意見された。
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《その他〉

英語版ホームページに、以下項目の追加掲載を検討している。

l.大会案内

2.学会活動について(理事長挨拶:高坂理事長執筆)

3.外国人の入会規定(岡野庶務担当理事が内容を検討、次回理事会にて審議予定)

4 過去のミーテイングについて

(3 )シンポジウム企画委員会

柳津勝彦委員長より、第41回大会(1998年)からの公開シンポジウム開催状況について報告され、

今後の公開シンポジウムの趣旨・方向性に関し確認したいとのことであった。

活発な議論の結果、以下の通り確認された。

l.大会長の意向を尊重しつつ、当会の趣旨・あり方・方向性を最大限重んじた内容とする。

2.会員でない研究者・臨床従事者に対して学会活動をアピールする場とし、一般市民を対

象とするものではない。

3.パネルデイスカッシヨンの導入等、そのテーマの問題点・方向性を明らかにできる内容

となるよう検討する。

4.名称は「日本神経化学会公開(またはオープン)シンポジウム」とする。

(4)国際対応委員会

和中明生委員長より以下の通り報告された。

<rSNについて〉

l.理事選挙が行われた。 ISNに参加している当会会員へメール配信を行い、選挙告知及び

白尾智明候補者への投票協力を呼びかけた。 6月初旬、白尾智明氏の当選が確定した。

2. 8月23日から28日まで韓国・釜山にて第22回ISNbiennial Meeting (APSN共催)が開催され、

ポスターアワードやトラベルアワードの参加呼びかけを行った。

<APSNについて〉

1. 2010年10月18日から21日までタイ・プーケット島にて第9回biennialmeetingが開催され

るO シンポジウムやYoung Investigator Colloquiumを募集中で、ある (6月30日締切)。

《その他》

l. 6月22日に委員会が開催される。国際化や国際対応についての議論に加え、 APSN'ISN 

への参加を若手研究者に促す方法について議論する予定である。

高坂理事長より、海外からの参加を募るよりも、当会の若手研究者を国際学会へ参加させ

るよう注力したいと考えており、そのための予算立ても理事会にて検討したい旨意見された。

(5 )研究助成金等候補者選考委員会

神庭重信委員長欠席のため、 2009年3月から5月の公募数及び応募数について資料で報告された。

高坂理事長より、応募が少ないため総会等で積極的に周知を行いたいとのことであった。

(6)脳研究推進委員会

遠山正嫡委員長より、さきがけ事業・ CREST事業や脳科学関連の補正予算等に関して報告さ

れたO

また、文部科学省等への要望について各理事から意見を募った旨報告され、その意見が紹介された。

委員会では今後、文部科学省等省庁に対し、学会としての要望(特に予算面)をまとめて提示し

-267-



たいと考えており、意見があれば積極的に挙げてほしいとのことであった。

(7)奨励賞選考委員会

米田幸雄委員長欠席のため、 2009年度奨励賞選考経過について資料で報告された。

本年度の奨励賞受賞者はl名となり、 6月22日開催の奨励賞シンポジウムにて最優秀奨励賞の授

与について審査を行うとのことであった。

また、複数の理事より応募者が少ない点に懸念が示されたため、委員会にて応募者を発掘する

と同時に、各理事が積極的な賞の周知や応募者の推薦を行うこととなった。

(8 )連合大会委員会

井上和秀委員長より、今後は臨床系の学会とも交流を深めたいと考えており、詳細を委員会に

て検討していくとのことであった。また、 6月22日開催の評議員会でもその旨議論したいとの

ことであった。また、日本生物学的精神医学会とは、引き続きゆるやかな連携を継続すること

が確認された。

7.第52固(2009年度)大会について

田代朋子大会長より、プログラムについて以下の通り報告された0

.シンポジウム開催状況 ※敬称略

1)日本神経化学会-GRT研究会連携オープンシンポジウム

6月21日(日)17:00 ~ 19:00 ホテル天坊A会場(lF・キング)

「成体脳における神経新生と中枢神経系の再生戦略」

{座長]岡野栄之(慶藤義塾大学医学部生理学教室)

板倉徹(和歌山県立医科大学脳神経外科)

2) ISNシンポジウム

6月22日(月)9:00 ~ 11:40 ホテル天坊A会場(lF・キング)

r Axon Homeostasis and DiseasesJ 
[座長i木山博資(大阪市立大学大学院医学研究科機能細胞形態学)

御子柴克彦(理化学研究所脳科学総合研究センター)

3)日本神経化学会一日本生物学的精神医学会合同シンポジウム

6月23日(火)9:00 ~ 11:40 ホテル天坊A会場(lF・キング)

「神経化学と精神医学の融合による精神疾患病態解明・治療法開発」

[座長]池中一裕(生理学研究所分子神経生理研究部門)

粛藤利和(札幌医科大学医学部・神経精神医学講座)

三園雅彦(群馬大学大学院脳神経発達統御学講座神経精神医学分野)

.シンポジウム・一般演題について

・シンポジウムテーマの提案を公募したところ多数の応募があり、調整の結果、一般シンポジウム

として111'牛t采用となった。

・一般演題数は172題であった。

-一般演題の中で相応しいものがあれば、シンポジウムとして企画してほしい旨各座長に依頼し、

10題程度企画された。

・プログラム委員会より、一般演題の中から「軸索ガイダンス」に関するシンポジウムを提案され、

採用された。
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-これまで一般口演は英語の使用を推奨していたが、議論が英語スキルに左右されるため、今回の

使用言語は、各座長の判断に任せたい旨高坂理事長へ提案し、了承を得た0

.育成セミナーについて

-参加申込84名、講師団名、 8つのテーマが企画された。また、歴代の奨励賞受賞者に打診したとこ

ろ、積極的な協力を得ることができた。

-前回同様、大変好評であった。今後は参加資格の定義が課題であろう O

・参加申込について

・事前参加登録者数約360名、そのうち会場(ホテル天坊)宿泊者が約半数であった。

8.大学評価・学位授与機構における機関別認証評価委員会専門委員候補者の推薦について

高坂理事長より報告された。

(独)大学評価・学位授与機構より機関別認証評価委員会専門委員候補者の推薦依頼があり、 2名を

推薦したが、選考を見送られたとのことであった。

9.その他

特になし。

【審議事項1
1.新評議員の推薦について

岡野栄之庶務担当理事より候補者2名について報告され、審議の結果、全候補者に対し総会への推

薦が承認された。

2.評議員の退会希望について

岡野栄之庶務担当理事より、評議員の退会希望について以下の通り報告され、承認された0

・評議員3名より退会希望の申し出があった。慰留を行ったところ、うち1名が功労会員として継続

参加了承するも、他2名は固辞された。よって、当該2名について退会処理を予定している。

3.次期評議員の継続について

岡野栄之庶務担当理事より、次期評議員の継続就任について以下の通り報告され、承認された0

・現評議員の任期満了 (2009年総会終了まで)に伴い、次期評議員の継続就任について全評議員へ意

向確認を行った。その結果、 226名より継続就任の了承を得た。

4‘功労会員の推薦について

岡野栄之庶務担当理事より候補者9名について報告され、審議の結果、全候補者に対し総会への推

薦が承認された。

5.年会費の値上げについて

島田昌一会計担当理事より、年会費の値上げについて以下の通り報告された。

-第l回理事会にて提案された通り、年会費の値上げを検討したい。値上げの理由は以下の通り。

l. トラベルアワードの創設等、若手育成のための新規事業を検討しており、財政基盤の強化

を図りたい。

2.年会費納入率の向上を目指し、クレジットカード決済等納入方法の追加または変更を検討

しており、その運営資金を確保する必要がある O

議論の結果、以下の年会費案を2010年度から導入する旨総会へ諮ることと決した。

評議員 12，000円

正会員 10，000円
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学生会員・ 3.000円(据え置き)

功労会員 5.000円(据え置き)

※金額は1年度分

6.年会費の値上げについて

島田昌一会計担当理事より、年会費の納入方法について次の通り報告された。

-第l回理事会にて提案された通り、年会費の納入方法としてクレジットカード決済の導入を検討

している。代行業者3社に見積を依頼、 2社より見積書が提出された。うちl社より決済金額の都

合上、代替案(コンビニ決済)が提案された。

見積書及び代替案を基に活発な議論がなされた結果、クレジットカード決済は費用対効果に疑問

が残るが、代替案(コンビニ決済)は現実的であるとされた。ついては、以下の通り総会へ諮るこ

ととなった。

.2010年度から2年間程度試験的にコンビニ決済を導入・経過観察を行う 0

・コンピニ決済導入の問、現行の郵便振替は取り扱いを停止する。

7.休会制度の新設について

島田昌一会計担当理事より、休会制度の新設について説明された。

2008年第2回理事会より引き続き条件等について議論がなされた結果、以下の通り新設の可否につ

いて総会へ諮ることとなった。なお、会則等の改正は2010年度総会へ諮ることが確認された。

[休会制度導入案]

長期の海外留学等、海外居住により一時的に学会活動が困難となる場合、休会屈を提出した上で休

会できることとする。海外留学等終了後には、ただちに本会活動に復帰する旨申し出なければなら

ない。なお、休会中は次の通り取り扱うこととする。

l.年会費は免除する

2 機関誌「神経化学」は配布しない

3 大会等当会主催の集会等の参加費は非会員扱いとする

4.総会議決権は有しない

5.役員等の選挙権及び被選挙権は有しない

6 当会奨励賞の応募資格は有しない

7.休会期間は会員歴に含めない

ただし、次の場合は休会を認めない。

l.年会費を滞納しているとき

2.休会中常時連絡可能な連絡先(日本国内住所・電子メールアドレス等)を申し出ないとき

3.その他当会理事会にて不適当と判断されたとき

8. 2009年度中間決算について

島田昌一会計担当理事より2008年度中間決算について報告され、承認された。
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9.第53回(2010年度)大会について

井上和秀大会長より、以下の通り報告され、承認された0

・日本神経科学学会、日本神経団路学会との連合大会 (Neuro20l0)となり、 2010年9月2日(木)から

9月4日(土)に神戸国際会議場・神戸国際展示場で開催される。当会実行委員長は木山博資氏(大

阪市立大学)、プログラム委員長は神庭重信氏(九州大学)。

. 5月の事務方ミーティングにて学会問の摺り合わせが行われ、工程表が作成された。

-若手シンポジウムの企画や公開シンポジウムの独自性に配慮し、当会の特色を打ち出せるプログ

ラムをキ食言すしている。

-経済状況の悪化により、寄付や広告収入の獲得が懸念される。

-収支配分は、日本神経科学学会:日本神経化学会:日本神経回路学会=4:2: 1。

-トラベルアワードをバランス良く運営するため、和中明生氏(奈良県立医科大学)が担当委員とな

っている。

-シンポジウムについては、当会シンポジウム企画委員会と連携して企画する。同委員会が企画案

を数件提案し、理事会の意向を確認しながら確定していく。

10.第55回(2012年度)大会におけるAPSNへのプロポーザルについて

池中一裕大会長より、以下の通り報告された。

. APSNの誘致を予定している。インドも誘致に前向きであるため、より魅力的な提案が必要となる。

開催地は本年8月23日のAPSN理事会にて審議・決定される0

・準備委員会を設置し、プロポーザル案を検討している。委員は池中一裕氏(自然科学研究機構生理

学研究所)、島田昌一氏(大阪大学)、米田幸雄氏(金沢大学)、和中明生氏(奈良県立医科大学)0

[APSN誘致が決定した場合]

. Iゆるやかな連合」での開催ではなく、 lつの大会として完全一体化されることとなるが、適否に

ついて理事会の判断を仰ぎたい。

. APSNプログラム委員長は、 localorganizerの出身国以外から選出されることが一般的であり、

今回も日本人以外が就任する可能性が高いことを了承願いたい。委員長の国籍に関わらず、当会

の特色を打ち出せるプログラムになるよう働きかけていくつもりである。

-使用言語については、現在検討中である。

-開催場所は、神戸で検討している。

APSN誘致により「完全一体化」の大会となることに関し、活発に議論された。結果、あくまでも

例外的な措置として承認し、当会の特色が薄まることなくプログラムを編成するよう留意された

いとの要望が出された。また、 APSNプログラム委員長についても了承された。

11. その他

《第54回大会について〉

米田幸雄大会長欠席のため、高坂新一理事長より報告された。 2011年9月に金沢大学角間キャンパ

スでの開催を検討されているとのことであった。

《第56回・第57回大会について〉

高坂新一理事長より報告された。第56回大会はNeuro大会に該当するとのこと、日本神経科学学会

に開催意向を確認したいとのことであった。また、第56回・第57回大会について次回理事会にて大

会長を検討したいとのことで、あった。
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〈大阪大学・浜松医科大学・金沢大学連携融合事業「子どものこころの発達研究センター」について》

遠山正嫡理事より報告された。大阪大学・浜松医科大学・金沢大学の連携による小児発達学研究科

が新設されたとのことであった。子どもの心の発達障害は重要な問題であり、当会の協力も仰ぎた

いとのことであった。高坂新一理事長より、非常に大事な領域であるため、積極的に当会への参加

を募っていきたいと意見された。

以上を以て、予定した全ての議事を終了し、本年度第2回理事会を閉じた。
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評議員会議事録

時:2009年6月 22 日(月 )11 ・ 50~12 : 40 

場:ホテル天坊 l階A会場「キング」

席:出席78名、委任状92名(評議員総数238名、定足数48名)

長:高坂新一理事長

行・井上手口秀 副理事長

題 日本神経化学会と社会との接点

日

会

出

議

進

議

議事に先立ち、高坂新一理事長より物故会員2名について報告され、黙祷が捧げられた。

井上和秀副理事長より、評議員は学会を支える基本的な構成員であり、評議員会での議論は学会運営に

反映されるものである旨確認された。

また、議題「日本神経化学会と社会との接点」に基づき、以下のポイントについて議論を進めたいこのこ

とであった。

1.当会の基本理念は、分子基盤に立脚して脳神経系の病気や様々な不都合を解明することにより、

医療や科学の前進に貢献することである。よって、当会にとって「社会との接点」とは第ーに「社会

への貢献」を意味するO その「社会への貢献」について具体的な踏み込み方を議論願いたい。

2 現在当会は、主に医学・薬学・理学の研究者から構成されているが、加えて看護師・理学療法士・

製薬メーカ一社員等にも参加し、ただいてはどうかとの意見も聞かれる O

この点について議論願いたい。

3.1社会との接点」として「社会への提言」も考えたい。

iPS細胞研究について、当会はどのような姿勢でいるべきかについて議論願いたい。

[ 1 について]

井上和秀副理事長より、以下の通り意見された。

. 1社会への貢献」すなわち研究を通して医療の発展に寄与すべく、様々な学会と「ゆるやかな連携」

を意識して活動を共にしてきた。今後は日本神経学会等の臨床系学会との繋がりも深めたいと考

えるが知何か。

日本神経学会会員及び臨床研究者の意見として、辻省次氏(東京大学)から次の通り発言された。

-以前の日本神経学会には、基礎系・臨床系の幅広い分野から研究者が参加していたが、様々な学

会で専門医制度等が整備されるに従い、それぞれの学会が純化していったように感じる O

また、臨床現場では、初期検診の必修化や独立行政法人化が進められるに伴い、研究に割く時聞

が確保しづらい状況になっている。

一方で、 translationalresearchの必要性が指摘される等、「病態関連から治療へ」という治療を目

指した研究の存在が大きくなっている。

以上のことから、幅広い研究分野との連携が必須で、あり、特に基礎系の研究者と協同できる場が

必要と考える。幅広い分野の研究者が集う機会があれば、臨床研究者にとって魅力のある場とな

るであろう。
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また、若手研究者は大規模な学会に対して、より多くのチャンスがあり勉強になるという印象を

持っており、大変魅力を感じているようだ。その点は日本神経化学会の課題であろうし、規模で

はなくどの点をアピールしていくか検討いただき、アピール度高めていただけることを期待して

いる。

また、西川徹氏(東京医科歯科大学)から以下の通り発言された。

-日本神経学会は精神神経系の疾病を対象として始まっており、臨床(特に治療面)へのインパクト

は大きかったと思う。

日本神経化学会ではデイスカッションの時間を多く設けているため、基礎系と臨床系の接点を

デイスカッションで盛り上げるといいのではないか。

具体的には、ひとつの疾患に対し基礎研究者と臨床研究者がデイベート・情報交換できるシンポ

ジウムやワークショップを企画し、「日本神経化学会で、はTranslationalな知識が吸収で、きる」とい

うような特徴を出すと、より基礎系と臨床系の架け橋となるであろう。

日本神経化学会は、これまでも疾病研究に非常に大きく貢献しているのはまちがいないので、社

会的な面をもっと伸ばしてほしい。上記のような企画を増やすと、基礎系からも臨床系からも参

加者が多くなるのではないかと期待する O

辻氏、西川氏の意見を踏まえ、井上副理事長より、基礎系・臨床系が交わってデイスカッション

する場を提供できる企画が求められていることを認識した旨発言され、第51回日本神経学会総会

大会長の辻氏に対し、合同シンポジウムの可能性について打診された。

辻氏より、本年7月25日開催の次回年次総会運営委員会までに、当会からなんらかの提案が出さ

れれば、検討は可能とのことであった。

また、昨年合同シンポジウム委員を務めた池中一裕氏(自然科学研究機構生理学研究所)より以下

の通り意見された。

-これまでも、他領域と交流を深める試みを行ってきた。

例えば、昨年開催された日本生物学的精神医学会との合同シンポジウムでは双方より若手研究者

3名ずつが参加し、ディスカッションを行った。また、毎年開催している理事会オープンシンポ

ジウムでは地元の臨床従事者も含めてデイスカッションしたいという意図がある。このようなア

プローチで、臨床研究者と交流できることはとても有用で、あろう。臨床の問題点についてわかり

やすく説明いただきながらデイスカッションする機会を作り、相互理解を深められるよう提案し

てほしい。

また、武田雅俊氏(大阪大学)より、以下の通り意見された。

〈日本精神神経学会について〉

1)専門医制度の導入により参加者が増加したが、辻先生のご発言の通り、新しい臨床研修シス

テムの下、精神科においてどのようにresearchを行うかが大きな課題となっている。特に若手

が積極的に携わるにはどうしたらよいかとの懸念がある。

2)会員数約14，000名の大規模な学会であるが、「ゆるやかな連携」を提案する余地はあるように

感じる。
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〈日本生物学的精神医学会について〉

会員数約2.500名と比較的コンパクトな学会であるが、アイデンテイテイの確保に苦労している。

同規模の日本神経精神薬理学会も同様の状況であると伝え聞いており、それぞれと「ゆるやかな

連携」の可能性はあるように思う。

日本神経精神薬理学会会員として米田幸雄氏(金沢大学)より、以下の通り意見された。

-日本神経精神薬理学会としては、今まで通りのやり方で日本神経化学会とコラボレートしていき

たいと考えている O

Chemistryのアイデンテイテイについて、どの学会でも「社会との接点」とか「医療(治療・予防)

にどう役立つか」という観点がクローズアップされている。それに対し、日本神経化学会で、は違っ

た観点もあったように思う O 例えば、研究者の個人的な興味あるいは知的好奇心を満足させるた

めだけの研究に対しでも、日本神経化学会ではある程度評価してきたように思う。他学会とのア

イデンテイティの差別化を図るには、その部分も残した方がいいのではないか。

下村惰先生のノーベル賞受賞に見られるように、出発点は個人的な研究で、あっても、何十年後に

は世界的に重要な結果となるかもしれない。日本神経化学会ではそのような研究でも見逃さず、

評価をするというスタンスを継続してほしいと思う。

シンポジウム企画委員会委員長 柳津勝彦氏(国立長寿医療センター研究所)より、以下の通り意見

された。

-過去10年間の大会について調べてみたところ、合同・連携・連合という形でかなり活発に活動し

ており、相当の努力が見られる。もはや「日本神経化学会のアイデンテイティ云々」という議論に

終止符を打ってもよいのではないか。今後も精神科や神経内科等の学会を含めた他学会と連携を

進めていくと同時に、精神神経疾患の分子基盤を大事にするスタンスを継続していくべきであろ

う。このスタンスを維持することにより、他学会とは性格の違うアドバンテージを持った学会と

して、今後も展開が期待できると考える。

[2. について]

井上和秀副理事長より、以下の通り意見された。

-医薬品開発への発展を期待し、より多くの薬学従事者や製薬メーカ一社員の参加を促せないか。

あるいは薬学系とコラボレーションする機会を増やした方がよいか。

井上副理事長の意見を踏まえ、鍋島俊隆氏(名城大学)より、以下の通り意見された。

・薬学系ではchemicalをキーワードとして生理機能にアプローチするchemicalbiologyという新し

い分野が出てきており、これは日本神経化学会の基本スタンスと同じである。

そのため、 chemicalbiologyの研究者と合同でシンポジウム等を企画すると、非常に大きなアピー

ルになると思う。

さらに、精神科専門薬剤師や認定薬剤師認定のためのシンポジウムやワークショップ等、研修的

な要素を含んだ企画があると、薬剤師にとっては非常に有意義となり、多数の参加が期待できる

であろう。
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-現在、製薬メーカーは非常にpragmaticであり、学会参加による出張が認められにくい状況とな

っているため、平日開催の学会には参加が見込めないようだ。一方、薬剤師も臨床現場に従事し

ている者が多く、平日に研修等を受講できる機会が少ない。

このことから、シンポジウム等の開催を土日に設定する等工夫が必要かもしれない。

和田圭司氏(国立精神・神経センター神経研究所)より、以下の通り意見された。

-若手の会員をどのように確保していくかということが、将来的な社会への提言に繋がると思う。

極端な例では、小・中学生に対してなんらかの貢献ができないか模索してみる等の試みも考えら

れるだろう。

また、家政学部や栄養学科には我々と接点を持てる領域があるように思う。そのような分野との交

流を通して、これまで我々が持ち得なかった社会への提言力が身につくのではないかと期待する。

[3. について]

岡野栄之氏(慶嬢義塾大学)より、以下の通り意見された。

. iPS細胞技術は当初、再生医療のための研究とされていたが、例えば、パーキンソン病等特定の

疾患のメカニズムを解析したり、それを用いて創薬の研究に役立てたりすることが可能である。

神経疾患の分子解析は、まさに日本神経化学会の十八番であり、エキスパートも多いため、今後

はアピールポイントとなるであろう。神経組織の成長・再生・移植研究会(GRT研究会)や日本

神経学会でもiPS細胞技術について講演する機会があり、参加者は相当の興味を持っていたので、

そこに連携していくと有益なものが作れるのではないかと思っている O

本日の討論を踏まえ、井上副理事長より、以下の通り意見された。

. I分子基盤に立脚して病態を解明する」というキーワードは多くの方から賛同されているようであ

り、その方向性で活動し続けることが好ましいとの印象をさらに強くした。

最後に高坂新一理事長より、以下の通り意見された。

-各先生からいただいた意見は適当なものであり、実現に向け努力していきたい。また、当会の基

本的なスタンスは柳津先生が意見された通りであろう。それを核として他学会と幅広く連携を深

めていきたい。

-企業(特に製薬メーカー)からのフィードパックは重要で、あるため、例えば監事に就任いただく等、

社会の声を理事会や評議員会に反映させていける仕組みを検討できればよいと考えている。

-第4期の科学技術基本計画あるいは脳科学委員会等の中期計画が公になったが、日本神経化学会

としても分子基盤をベースにした観点から、それらに対してしっかり反応し、提言していくこと

が必要であろう O

日本の科学技術全体の発展のため、我々も確実に貢献していくべきであり、その方策は脳研究推

進委員会にて議論願いたい。

以上を以て、 2009年度評議員会を閉じた。
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総会議事録

日時:2009年6月22日(月)12 : 40~ 13 : 30 

会場:ホテル天坊 l階A会場「キング」

議長:田代朋子大会長

出席:出席78名、委任状93名(会員総数1445名・定足数145名)

議事

1.理事長報告

高坂新一理事長より大会長の田代朋子氏に対し、謝辞がなされた。

2.選挙結果報告

岡野栄之庶務担当理事より、理事選出選挙結果について報告された。また、 2009年度役員及び委員

会委員長について報告された。

3.庶務報告

岡野栄之庶務担当理事より会員数状況について報告された。また、物故会員2名に対し黙祷が捧げ

られた。

4.会計報告

島田昌一会計担当理事より、本年度総会では以下の通り報告及び提案したいとのことであり、詳細

は審議事項目~ 12にて審議願いたいとのことであった。

.2008年度決算報告及び監事による会計監査について

.2009年度の予算執行について

.2010年度の予算作成について

.年会費の値上げについて

5.出版・広報報告

今泉和則出版・広報担当理事より委員会活動の概要について説明され、詳細は17 各種委員会報告」

の「④出版・広報委員会」にて報告するとのことであった。

6.プログラム編成報告

田代朋子大会長より第52回大会について報告された。

〈シンポジウムについて〉

今回は、特別シンポジウム4題、一般公募シンポジウム12題、 2008年度最優秀奨励賞受賞者によ

るシンポジウムl題となった。さらに、一般演題の中から、多数集まったテーマで内容が充実し

たものを選定し、新たにシンポジウム1題を企画した。

また、一般演題は170題程度となったが、プログラム委員会が一般演題の中からピックアップした

テーマをシンポジウムで取り上げていただけるよう、一般公募シンポジウムの各座長に依頼した。

〈育成セミナーについて〉

若手育成は本会の重要な柱として位置付けられており、昨年に引き続き今回も開催することとな

った。参加者を公募し、 84名の学生が集まった。また、講師は歴代奨励賞受賞者を中心として、

16名の協力を得ることができた。大変好評な企画であり、キャリアを問わず参加希望者が多いた

め、今後は参加資格について検討の余地があるように感じた。
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〈参加者数について〉

事前参加登録者数は360名。その約半数が会場である「ホテル天坊Jに宿泊している。

当日参加登録者数は現時点で60名程度であるが、これから懇親会等の様々な企画が予定されてお

り、さらなる参加者の増加が見込まれる。

7.各種委員会報告

①将来計画委員会

池中一裕委員長より以下の通り報告された。

将来計画委員会は発足して20年弱経過しており、これまでの提案がどれほど実現しているか検証

した。

〈討論の活性化について》

以前より、討論の活性化について指摘されている。最近の大会を見直したところ、口演発表が

増加傾向にあり、発表・討論の時間配分は15分・5分とされることが多いようである。そこで「こ

の時間配分を10分 .10分とできないのか。 10分では討論が難しいのか」という課題が浮かび、上

がった。

今後はどのようにして討論を活性化させるかという点を議論していきたい。

《国際化について〉

国際化についてさまざまな議論を続けてきたが、最近の理事会の見解は、海外から外国人を呼

ぴ込むよりも、 ISN.APSNとのつながりを活かして、海外へ向かうベクトルを強化してはど

うかということになった。

これまでは学会の国際化を目指し英語化を推し進めてきたが、討論の活性化を優先させるため、

英語化のあり方について再検討したいと考えている。

《連合大会について》

以前、日本神経科学学会との連携について全会員へアンケートを行ったところ、大多数が現在

の形式(3年に1回の連合大会)に賛同された。将来計画委員会としても引き続きこの形式を支持

していく。

また、他学会との連携については、近年、ゆるやかな連合が実現できており、議論の余地はな

いと考えている。

今後の課題としては、若手会員をいかに活性化させて運営に参画させるかという点であり、議

論を深めていきたい。

②脳研究推進委員会

遠山正禰委員長より、脳研究推進委員会の活動方針として以下の通り報告された0

・脳研究に関する中期計画等に対し、今後は積極的に反応していく

-文部科学省研究振興局ライフサイエンス課の脳科学に関する公募研究については、取り上げて

ほしいテーマを同省へ積極的に提案することで、意見が反映される可能性が高まるようである。

よって、当会からも強くアピールしたいと考えており、以下の点について意見を頂戴したい。

1)どのようなテーマにするか

2)若手研究者を多く取り込んだ研究体制を望むが、実現に向けての工夫とは

3)臨床と基礎の融合領域を模索したいが、どのようなアイデイアがあるか

意見はできるだけ早期にまとめ、同省との折衝を図りたいと考えている O 我々が具体的に活動で
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きるチャンスのひとつであるため、ぜひとも協力願いたい。

③国際対応委員会

和中明生委員長より以下の通り報告された。

OSNについて〉

1)本年4月から5月にかけて理事選が開催され、白尾智明氏(群馬大学)が当選された。継続して

田代朋子氏(青山学院大学)も理事を務められており、当会から2名を輩出することができた。

また、 ISNは強大な財政基盤を持ち、学会援助等も行っている。その点を考慮しながら、当会

の存在感が高まっていくことを期待する。

2)第22回ISNmeeting (APSN共催)が本年8月23日から28日まで韓国・釜山にて開催される O

また、第23回ISNmeetingが2011年にギリシャ・アテネにて予定されており、白尾智明氏がプ

ログラム委員に就任予定である。

{APSNについて〉

1)第9回APSNmeetingが2010年10月18日から20日までタイ・プーケット島にて開催予定である。

シンポジウム・若手コロキウムは本年6月末まで募集しており、ぜひ応募願いたい。

④出版・広報委員会

今泉和則委員長より以下の通り報告された。

〈機関誌「神経化学」の発行について》

48巻第l号を本年3月に発行した。次号第4号は12月頃発行となり、現在作成中である。また、第4

号から新たに「学会参加レポート」コーナーを設け、国際学会に参加した若手研究者の報告レポー

トを掲載することで、国際学会の動向について'情報提供したいと考えている。

《学会ホームページに関して〉

一般向け広報活動として「神経化学トピックス」コーナーを2007年からスタートさせた。現在まで

に7報掲載しており、今後も年間3~5報程度を継続的に掲載したいと考えている。掲載希望の場

合は、当会事務局または出版・広報委員会まで連絡願いたい(自薦・他薦不問)。また、今年度は

英語版ホームページの充実に向け、積極的に取り組みたいと考えている。

《広報活動について〉

NHK科学文化部より、大会情報や重要論文の掲載情報を提供してほしい旨依頼を頂戴した。当会

活動のアピールとなるため、積極的に情報提供する予定であるO

《会員情報検索システムについて〉

現行の会員情報検索システムで利用しているUMIN.PLAZAサーバーは、英文対応できないシ

ステムであるため、利便性を考慮し、新しいサーバーへの移行を検討している O 今年度中の移行

を目指して準備を進めたいと考えている。

⑤研究助成金等候補者選考委員会

神庭重信委員長欠席のため、田代朋子大会長より報告された。

2008年9月から2009年5月までの学会公募案件及び推薦状況について報告された。

また、度々学会推薦を募集しているものの、応募が少ない現状が報告され、貴重な機会であるため、

積極的に応募願いたいとのことであった。
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⑥シンポジウム企画委員会

柳i畢勝彦委員長より報告された。

日本神経化学会公開(オープン)シンポジウムは、この10年あまり活発に開催されてきたが、開催

趣旨について以下の通り再確認した。

.理事会の見解

・当会の方向性が明確に示されるものとすること。すなわち、精神・神経疾患の分子基盤に関す

る内容が望ましい。

-大会の特性を可能な限り尊重すべき。例えば、地方開催の場合、基礎研究者より臨床従事者の

参加が多いため、臨床に近いテーマで企画することが適当である。また、大会のテーマについ

ても充分留意すること。

-公開性を維持すること。非会員にも参加を促せるよう、開催時間等について考慮する必要がある 0

.題名は「日本神経化学会公開シンポジウム」とすること。

上記理事会の見解を踏まえ、委員会で議論し、さまざまなアイデイアが出された。

引き続き議論を重ね、次回大会(第53回:神戸)のプログラム構成に反映させたいと考えている。

⑦連合大会委員会

井上和秀委員長より以下の通り報告された。

「ゆるやかな連合」の継続に向け、様々な学会との可能性を模索している。

-日本神経科学学会との合同大会(Neuro大会)については、これまで通り3年にl回のベースで継続

することとし、次回大会(第53囲:2010年)は2007年大会同様、日本神経回路学会を加えた3学会

合同で開催される。

・その他、同規模の学会との連合も模索しているが、同日開催が実現しにくい状況である。これを

踏まえ、大規模の臨床系学会との交流の可能性も視野に入れており、今後具体化に向けて検討を

続ける予定である。

8. 2009年度奨励賞選考結果報告

米田幸雄委員長より、本年度の選考経緯と奨励賞受賞者について報告された。

6月22日14:20より奨励賞シンポジウムが開催され、続いて開催される奨励賞選考委員会で最優秀

奨励賞審査を行うとのことであった。

また、近年応募者が少ないため、適任者の推薦等協力を仰ぎたいとのことであった。

[2009年度奨励賞受賞者J(敬称略)

沼川忠広(国立精神・神経センター疾病研究第三部)

「グルココルチコイド受容体およびfBDNF受容体の相互作用に制御されるグルタミン酸放出」

Glucocorticoid receptor interaction with TrkB promotes BDNF司triggeredglutamate release 

9.奨励賞規定・内規改正の件

米田幸雄委員長より報告され、奨励賞規定・内規について実情にあわせた内容に変更したとのこと

であった。なお、同規定・内規は2010年度奨励賞募集時より適用され、募集告示時に機関誌・学会

HPにて公表するとのことであった。

10. 2008年度決算の件

島田昌一会計担当理事より、 2007年度決算について報告された。
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11. 2008年度監査報告

島田昌一会計担当理事より報告され、宮本英七、三木直正両監事により会計監査が実施され、収支

内容及び財産状況について正しく示されている旨認められたとのことであった。本件について議場

に諮ったところ、異議なく承認された。

12. 2010年度予算案の件

島田昌一会計担当理事より2010年度予算案が提案され、異議なく承認された。

また、以下の通り提案された。

《年会費の変更について〉

近年、財政状況が厳しくなっており、繰越金が減少しつつある。また、今後は積極的な若手育成

を展開していくため、さらなる支出が予想される O よって、年会費の値上げを実施し、財政状況

の建て直しを図りたい。年会費案は次の通り。

評議員:12，000円

正会員:10，000円

学生会員 3，000円(据え置き)

功労会員 5，000円(据え置き)

〈年会費納入にかかるコンビニ決済の導入について〉

現在、年会費の納入は郵便振替を利用しているが、利便性と納入率の向上を期待し、理事会にて

他の納入方法を検討してきた。クレジットカード決済や自動引落等多方面から検討したが、費用

対効果を考慮し、コンビニ決済が適切であるという結論となった。よって、 2010年度より郵便振

替を停止し、コンビニ決済を試験的に導入したいと考えている。これにより、納入率向上が実現

できればコンビニ決済を継続することとし、問題が発生した場合は代替案を検討したいと考えて

いる。

年会費の変更及び参加費納入にかかるコンビニ決済の導入について議場に諮ったところ、異議な

く承認された。

13.監事選任の件

岡野栄之庶務担当理事より報告された。現監事の任期満了に伴い、次期監事として次の2名が理事

会より推薦された。 (50音順/敬称略)

議場に諮ったところ、異議なく承認された。

鍋島俊隆(名城大学)

野村靖幸(横浜薬科大学)

※任期:2013年総会終了まで

14.評議員選任の件

岡野栄之庶務担当理事より報告された。新評議員として以下の7名が理事会より推薦された。 (50音

順/敬称略)

議場に諮ったところ、異議なく承認された。

味岡逸樹(慶鷹義塾大学)

稲垣忍(大阪大学)

関野祐子(東京大学)

永田浩一(愛知県心身障害者コロニ一発達障害研究所)
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中西博(九州大学)

橋本亮太(大阪大学)

星野幹雄(国立精神・神経センター神経研究所)

※任期:2013年総会終了まで

また、現評議員の任期満了に伴い、次期評議員への就任について全評議員へ意向確認を行ったとこ

ろ、 226名より継続就任の了承を得た。現評議員の継続就任について議場に諮ったところ、異議な

く承認された。

15.名誉会員推薦の件

岡野栄之庶務担当理事より報告された。名誉会員として以下のl名が理事会より推薦された。(敬称略)

議場に諮ったところ、異議なく承認された。

宮本英七(熊本大学)

16.功労会員推薦の件

岡野栄之庶務担当理事より報告された。功労会員として以下の9名が理事会より推薦された。 (50音

順/敬称略)議場に諮ったところ、異議なく承認された。

安藤進 (財団法人東京都老人総合研究所)

栗原正 (創価大学)

小嶋久子 (北里大学)

庄盛敏廉 (吉備国際大学)

田中千賀子

谷山紘太郎(長崎総合科学大学)

土肥敏博 (日本薬科大学)

中村重信 (洛和会京都治験・臨床研究支援センター)

山口知子 (南八街病院)

17.会期・細則変更の件

岡野栄之庶務担当理事より、以下の通り報告された。

《名誉会員規定の変更について》

変更案(変更:下線箇所)が提示され、議場に諮ったところ、異議なく承認された。

-会則第6条 名誉会員:本会に特に功労のあった正会員(外国人は正会員であることを要しない)

のうちから別に定める細則により総会が承認する者。ただし名誉会員は会費を納め

ることを必要としない。

-細則第8条 名誉会員は，次の1項に掲げるもののいずれかの資格を有する場合、 2項の手続きを経

て総会の議決をもって承認される。

仰木会制度の導入について〉

休会制度の導入について、以下の通り導入案が提示された。会則等変更については2010年度総会に

て別途提案するが、取り急ぎ2010年度から運用を始めたいとのことであった。議場に諮ったところ、

異議なく承認された。

-休会制度(案)

長期の海外留学等、海外居住により一時的に学会活動が困難となる場合、休会屈を提出した上
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で休会できることとする。海外留学等終了後には、ただちに本会活動に復帰する旨申し出なけ

ればならない。なお、休会中は次の通り取り扱うこととする。

l.年会費は免除する

2 機関誌「神経化学jは配布しない

3.大会等当会主催の集会等の参加費は非会員扱いとする

4.総会議決権は有しない

5.役員等の選挙権及び被選挙権は有しない

6.当会奨励賞の応募資格は有しない

7.休会期間は会員歴に含めない

ただし、次の場合は休会を認めない。

l.年会費を滞納しているとき

2 休会中常時連絡可能な連絡先(日本国内住所・電子メールアドレス等)を申し出ないとき

3.その他当会理事会にて不適当と判断されたとき

18.次期大会の件

井上和秀第53回大会長より以下の通り報告された。(敬称略)

会長:井上和秀(九州大学)

期日:2010年9月 2日(木)~9月4日(土)

会場:神戸国際会議場・神戸国際展示場(兵庫県神戸市)

実行委員会委員長:木山博資(大阪市立大学)

プログラム委員長:神庭重信(九州大学)

19.その他

高坂新一理事長より以下の通り説明された0

.年会費の値上げ及び、休会制度について

先ほどのご承認に基づき、実質的な運用を2010年l月1日から開始する。事務処理の関係上、正式な規

定案は2010年度総会にて提案する O

以上を以て、予定した全ての議事を終了し、まゆ9年度総会を閉じた。
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国際神経化学会及びアジア太平洋神経化学会入会について

国際対応委員長和中明生

1)国際神経化学会(InternationalSociety for Neurochemistry : ISN)は全世界の神経化学研究者の情

報交換を目的として作られた学会です。 ISNでは隔年で大会を開催しており、次回は2011年8月28日か

ら9月2日までAthens(Greece)で聞かれます。プログラムは毎回充実したものであり、世界のトップ

クラスの脳神経系の研究者が集まり、多くの情報を収集することができます。 Ph.D.またはM.D.を取

得して8年以内の若い研究者には大会参加への旅費が補助される制度があります。今、 ISNに入会され

ますと、いろいろな特典がありますので、是非この機会にご入会下さい。

ISNに入会すると

1)その年の 12月までの会費が免除になります。

2) ISN大会の参加費が会員レートになります。

3) Journal of Neurochemistryの購読料が割引になり、 online版には無料でアクセスできます。

4) Neurochemical Societies newsletter. Neurochemistry Newsが年に2回送付されます。

入会資格:Ph.D.. M.D.もしくは同等の学位を有するもので、広く神経化学に関連した活動をすることが

期待できる人。

年会費:US$60 

ただし、新しく入会した人にはその年の12月までの会費が免除されます。また、最近神経化

学分野での研究を始め博士課程を修了して3年以内の人、または今後も神経化学分野での活

動をすることが期待される博士課程にある人は会費を減額(US$25)される資格があります。

入会方法.オンラインで入会申し込みを行うことが出来ます。以下のページのMembershipapplication 

で、行って下さい。入会する場合はISNの会員1名の名前、連絡先が必要です(これについては

もし心当たりが無ければ和中 (akiow@naramed-u.ac.jp)までご連絡下さい。

http://www.neurochemistry.org/Membership/tabid/58/Default目aspx

(注)それぞれの名前、住所等はタイプするか、わかりやすくはっきりと記入する必要があり

ます。また会費は入会が認められた後に納入してください。

2)アジア太平洋神経化学会(Asian-PacificSociety for Neurochemistry : APSN)は上述のISNの3つの

下部組織のーっとして、ヨーロッパ神経化学会(EuropeanSociety for Neurochemistry : ESN)、アメ

リカ神経化学会(AmericanSociety for Neurochemistry : ASN)と並ぶものです。主にアジア太平洋

地域の神経科学研究者が情報交換、交流を行う目的で結成され、現在隔年(ISNとは異なる周期)に大

会を開いています。次回は2010年10月18日から20日にかけてプーケット島(タイ)において開催されま

す。近年アジア太平洋地域の研究レベルは飛躍的に上がってきており、プログラムも同地域の活発に
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活動する研究者に加えてヨーロッパ、アメリカからのトップクラスの研究者も多く参加しています。

APSNはISNとの聞で良好な関係を持っており、大会開催などに対する確固たる財政支援を受けてい

ることも魅力の一つです。 APSNは若手研究者の育成に力を注いで、おり、大会では通常の口頭発表、

ワークショップに加えてYoung investigator colloquiumという若手研究者が集って最先端の研究成果

を発表するシンポジウムを設けています。ポスター発表ももちろんありますが、このような口頭発表の

機会が多いので、日本の若手研究者が英語による口頭発表の経験を積むのに好適な学会と考えます。

是非この機会に入会して下さい。

1)年会費

正会員:US$40 /年(年会費に関してはカテゴリ 1~4がありますが、日本の研究者はカテゴリ

lで年40ドルです)

学生会員 US$lO /年

2)入会手続き

入会申し込み書、及び送付先が少し変更になったため、現在オンラインで入手できなくなっており

ますが、入会申し込み書を日本神経化学会のホームページからダウンロード出来るようにいたしま

した。 URLアドレスはhttp://wwwsoc.nii.ac.jp/jsn/apsn/file/APSN_Membership_application.docです。

必要事項を記載(英語はブロック体或いはタイプで明瞭に)して、簡単な履歴書(英文)を過去5年間

の論文リストと一緒に下記宛まで、送って下さい。学生会員の場合は学生であることを証明する文書

(英文)を付け加える必要があります (E-mailを歓迎しているそうです)。

Professor Andrew Lawrence 

Howard Florey Institute， University of Melbourne 

Royal Parade 

Parkville 

Vic 3010 

AUSTRALIA 

Email: Andrew.Lawrence@fiorey.edu.au 

Tel: (+) 613 8344 0414; Fax (+) 613 93481707 
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年会費値上げのお知らせ

日本神経化学会・会計担当理事島 田 昌

会員の皆様には平素より当学会の活動に御尽力・御協力賜り、心より御礼申し上げます。

2009年6月の第52回日本神経化学会大会の総会では、当学会の最近の財政状況の厳しさにつきまして

御説明申し上げ、年会費の値上げを御承認いただきました。

2010年より年会費は以下の通りになります。

正会員 10，000円(現行 9，000円)

評議員 12，000円(現行 10，000円)

学生会員 3，000円(現行のまま据え置き)

功労会員 5，000円(現行のまま据え置き)

この値上げによる収益により学会財政の健全化を推進すると共に、一部は現在理事会と国際対応委員

会で検討中の若手海外派遣プロジェクト(仮称)への援助などの若手会員育成のために充当していく方

針です。

また、年会費徴収率の向上や利便性の向上を目指し、 2010年より年会費のお支払い方法をコンビニエ

ンスストア決済へ変更することになりました。

今後も日本神経化学会の活動に皆様の積極的な御参加と御協力をよろしくお願い申し上げます。
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国立精神・神経センター神経研究所長高 坂新 一

本年3月の理事会においてあと1期理事長を務めるようご指名を受けました。改めて責任の重さを痛感

し若干跨踏いたしましたが、 2年前会員の皆様にお約束しておりました幾つかの事柄を可能な限り実現

することが私の使命であると信じお受けした次第です。

前回理事長に就任させて頂きました折、会員の皆様からの要望が強い以下の事項について『議論より

行動』をモットーに、出来ることから一つずつ実行するとお約束いたしました。

-口演発表と討論の充実

・分子基盤を基軸をした脳の理解と病態の解明を目指す

.基礎と臨床の連携強化

-若手会員の育成

・会員の顔がみえるテーラーメード的な学会運営

.国際化のさらなる推進

この中で幾つかの項目に関しては、武田教授主催の第51回富山大会、そして田代教授主催の第52回伊

香保大会で実行して頂き、学会の基本方針が会員の皆様の聞に好意をもって浸透しつつあると確信して

おります。例えば、伊香保大会では約30年ぶりとなる温泉地での開催ということもあり、大会運営など

の面で心配しておりましたが、ふたを聞けてみると参加者も400名を越え、また若手育成セミナーに代

表された如く、夜更けまで年齢の壁を越えた会員の学問的交流が計られていたことは喜びに耐えませ

ん。また、いくつかの口頭発表も聞かせて頂きましたが、討論時間5分が足りないほど白熱した討論が

行なわれていました。この様子を拝見し、以前議論があった討論時間10分の復活も考慮すべきと感じた

次第です。ただ、これは日本語による発表討論のセッションでの状況であり、学会の国際化の方針とは

若干相反する感があります。これまでは、国際化のために外国からの参加者を積極的に増やし、全ての

セッションを英語化することが最終目標と設定されておりました。この点についても伊香保大会での理

事会で議論があり、外国からの参加者を増やすよりも、むしろ若手研究者を積極的に海外での国際学会

に送り込むべきとの方針転換がなされました。一方国内大会での口頭発表に関しては、英語か日本語に

ついては発表者個人の自由選択にゆだね、そのかわり質の高い発表と討論を義務づけることにより若手

研究者の育成と教育を進めてゆくのが現時点では妥当な選択であると私は考えています。

かように学会として明快な方針を示した上で大会を開催することが、いかに学会全体の活性化につな

がるかを、富山大会と伊香保大会は我々に教えてくれているように感じます。両大会をお世話頂いた大

阪大学武田雅俊教授と青山学院大学田代朋子教授に重ねて御礼申し上げる次第です。これからも会員

の皆様のお考えを良く反映した学会作りに尽力したいと考えております。皆様方からの益々のご指導と

ご協力をお願い申し上げます。

平成21年7月
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将来計画委員会

委員長池中一裕

日時:平成21年6月22日(月)9 : 30~ 11 : 30 

場所:伊香保温泉天坊 2階しらかばもみじ

出席者(敬称略):池中一裕(生理研;委員長)、小泉修一(山梨大学)、津本和延(名古屋市大)、高橋正身

(北里大)、東田千尋(富山大)、西川 徹(東京医科歯科大)、新田淳美(名古屋大)、

米田幸雄(金沢大)(50音}II買、敬称略)

欠席者(敬称略):平英一(岩手医科大)、田熊一倣(大阪大)、丸山和佳子(国立長寿研)、南 雅文(北

海道大)

議題

1.過去の将来計画委員会で議論・提言されてきたことは実現しているか?

2004年から昨年度までの将来計画委員会にて話し合われた事柄や提案事項について理事会議事録か

ら本委員会報告の箇所の抜粋が資料として配布された。昨年度までに審議され、提案された事柄に

ついて、実現の程度と実現達成していない内容についての対策について議論を行った。

1)口頭発表の充実について

富山大会(2008年度年会)から発表15分+討論5分の口頭発表が実現し、従来の神経化学会らしい

討論重視の学会が開催されるようになったことは評価される。しかし、以前のような討論時間10

分を真の意味で実現させるよう活発な討論は現状では難しい。

対策として、以下の提案がなされた。

①討論のために内容を予習できるように抄録中にまとめの図を入れ、 l頁に2演題分の掲載にす

る等の工夫をして抄録集を充実させるO

②一般演題では日本語発表を基本とすることにより討論を充実させる。

③口頭発表が行われている時間帯には、委員会やシンポジウムを行わないようにし、シニアの

研究者が討論に参加できるようにする。

2)国際化について

国際化対策として、英語での口頭発表を義務化または奨励してきたが、日本人同士が英語で会話

するため、日本語での討論した場合と比べて、内容が深まらず、加えて大学院生が口頭発表を障

躍するなどの現状を鑑みて以下の提案がなされた。

①英語で発表するセッシヨンと日された。一方で、 APSNのYIC.(y oung Investigator 

Colloquium)への応募の日本人割り当て枠が余剰している現状も考え合わせ、様子をみるこ

とにした。来年度からのYICへの応募の充足状況によっては、奨励賞受賞者をISNへの派遣

対象とすることが一例として挙げられた。(国際対応委員会へ提言)

3)他学会との連合について

日本神経科学学会との合同大会を3年に一度行い、その他の年度は本大会のように他学会との

-288-



神経化学 vo1.48(No.4)，2009 

ゆるやかな連合とする旨の提案が本委員会からなされ、現実化され、学会員にも認識されるよう

になった。しかし、日本神経科学学会との合同大会の時には、日本神経化学会としての独自性が

無くなっていることへの対策として下記の提案がなされた。

①若手育成セミナーが昨年度から行われ、若手研究者層および指導者層の双方の学会員からの

評価も高く、継続したいと考えている。合同年会の時には、日本神経化学会会員しか応募で

きないようにし、 d!R自↑生を出していくようにしてはどうか。

[審議事項1
1.若手研究者の学会運営への関与について

若手研究者が日本神経化学会の運営にもっと深く関わるために、どのようにすれば良いかについて議

論された。例としては、①40歳以下の若手学会員による若手選抜委員会(仮称)の創設(会員歴5年、

本学会での発表3回を原則とし、指導者の推薦を必要とする、などの基準を明確にする)②若手選抜委

員の理事会への出席(発言権の有無、オブザーパー的参加かなどについては十分議論されるべき)③

若手研究者主体シンポジウムの開催、等の意見があげられたが、いずれの場合でもシステムをクリア

にし、ルールを作った上での実現が大切と考えられ、継続して審議することとした。

2.女性研究者の育成について

昨年度からの継続審議事項であるが、昨年度の本委員会で提案された日本神経化学会のホームページ

上で女性研究者に特化したトピックス欄を設けることは、不特定多数がアクセスできるインターネッ

トの性質から考えて困難である旨の説明が委員長よりあり、他の対策について議論された。シンポジ

ウムオーガナイザーを男女同数にするなど、女性研究者をどのように支援するかについての意見が出

された。また、現在、活躍中の女性研究者について、学会で紹介することもー案として出されたが、

一方では、そのような紹介方法では成功例の例示に留まり、男性に比べ多様なキャリアパスを持つ女

性研究者に興味をもってもらえるだろうか、との意見も出された。指導者側も女性研究者のキャリア

パスの情報収集が難しく、女性大学院生やポスドクへの対応について困っている現状があげられ、女

性だけの問題でなく男女研究者で問題を共有していくことが重要であると意見交換なされ、継続して

審議することとした。

以上
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脳研究推進委員会

委員長遠山正禰

現状の研究の制度的問題点を論議した。

-新研修医制度の施行以来臨床の研究力、とりわけ大学での研究力の低下が著しい。大学病院の若手

医師、研修医に対する求心力が薄れ、臨床医は日常、雑用、経営改善に忙殺され、研究する時聞が

ほとんど取れない。また臨床に余裕がなくなったため、基礎研究からの病気の克服を目指す医師の

数は激減している。その傾向は地方大学により顕著に現れている。この現状は5年先の先端医学研

究の遅れをもたらし、 10年先の医学研究の国際競争からの脱落を意味する。この期にあたり、文科

省、厚労省が協力して基礎一臨床の融合研究の推進にあたる事を両省に要望する。

-現在経済不況などもあり行き場のないポスドクが急増しているO任期制の乱用、ほとんどのプロジェ

クトが時限である事などがその要因である。この現状は長期的な視野に立つ研究、挑戦的な研究の

衰退をもたらし、我が国の研究の足腰の弱さを加速する。

以上の2点について脳研究、神経化学研究という視点から文科省、厚労省に要望する案を評議員に求

める事とした。
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研究助成金等候補者選考委員会

0学会推薦公募案件 (08年9月 ~09年5月)

・側東レ科学技術振興会第49回(平成20年度)東レ科学技術賞

. Q掬東レ科学技術振興会第49回(平成20年度)東レ科学技術研究助成

・附ブレインサイエンス振興財団第23回 研究助成

-附ブレインサイエンス振興財団第23回 塚原仲晃記念賞

・女性科学者に明るい未来をの会 2009年度猿橋賞

-側ブレインサイエンス振興財団第22回 海外研究者招鴨助成

・(掬ブレインサイエンス振興財団第22回 海外派遣研究助成

. ¥掬藤原科学財団第50回藤原賞

-鮒茨城県科学技術振興財団 第6回江崎玲於奈賞

・側材料科学技術振興財団 第9田 山崎貞一賞

-財団法人井上科学振興財団 第26回 (2009年度)井上学術賞

委員長神庭重信

-財団法人内藤記念科学振興財団 第41回 (2009年度)内藤記念科学振興賞

・財団法人内藤記念科学振興財団 第41回 (2009年度)

-内藤記念海外学者招へい助成金(後期)

-文部科学省 平成22年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 ※科学技術賞及び若手科学者賞

0推薦件数 (09年5月31日現在)

-附東レ科学技術振興会第49回(平成20年度)東レ科学技術賞

コ応募1件あり。審議の上、推薦決定。

・鮒東レ科学技術振興会第49回(平成20年度)東レ科学技術研究助成

功応募l件あり。審議の上、推薦決定。

0推薦結果 (09年5月31日現在)

受賞なし。
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シンポジウム企画委員会

委員長柳津勝彦

理事会企画公開シンポジウムのあり方について、平成21年6月22日開催の委員会で議論し、以下の方

針を確認した。尚、委員会においては、前日の理事会で確認された同シンポジウムの位置づけならびに

方針、即ち、(1)開催の主旨は、神経化学会の方向性を学会の内外に示すことであり、具体的には、精

神神経疾患の分子基盤を議論の中心に据えること、 (2)企画は、理事会(作業チームとしてはシンポジウ

ム企画委員会)が中心となるが、大会の特性(テーマ、開催地の性格等)を可能な限り重視する、 (3)非

会員の参加を積極的に促すため、開催の公開性を今後も維持する、(4)企画名は「神経化学会公開シンポ

ジウム」とすることを委員長より紹介した。

これらを踏まえ、委員会で議論、確認された内容は以下の通りである。

l.隔年で主要な精神疾患と神経疾患をテーマに取り上げる。疾患の分子基盤を議論の中心に据え、専

門の異なる会員にとっても有意義な内容とする。

2.オーガナイザーによるレビューを充実させ、また個々の口演後の活発な質疑を担保すするため余裕

をもった時間配分とする O

3.一般のシンポジウムとの差別化が図れるよう、開催時刻等には特段の配慮を要請する。

4. シンポジストのl、2名については公募する。

5. I神経化学会公開シンポジウム」に替わる適当な企画名があれば、委員会で協議し、理事会に上げる。

6. 7月末を目処に、再度、委員による検討を行い、委員会で調整した上で、 8月中に理事会に上げる。

以上
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神経化学 vo1.48 (No瓜2009

奨励賞選考委員会

2009年度第1固奨励賞選考委員会議事録 委員長米田幸雄

日時:2009年6月22日(木)15 ・ OO~16 : 30 

場所:伊香保温泉ホテル天坊 2Frいちょう」
出席者:植田弘師、木山博資、佐野輝、豊島 至、久永異市、米田幸雄、和田圭司 (敬称略)

欠席者.なし

議題

1.最優秀奨励賞受賞者選出について

出席委員7名による自由意見交換ののち、投票の結果、今年度は最優秀奨励賞の選出を見送ることと

なった。

2.奨励賞応募者の発掘について

毎年応募者が少ないことから応募者の確保について種々意見交換を行った。その結呆、以下のよう

な意見があった。

①2、3年後の応募を目途に委員が本学会の大会発表者から将来の応募者を発掘する。

~奨励賞受賞者の書類選考においてメール会議でなく意見交換がその場で可能な選考委員会を開催する。

③最優秀奨励賞も含めて選考方法を書類選考のみに変更するのはどうか。この場合大会当日は受賞

講演を行う。

④学会機関誌における掲載以外にメール等を利用し募集案内が一般会員にも広く浸透するようにする。

⑤若手研究者育成の点から募集年齢制限を引き下げ、より若手の研究者を対象とする賞にするのは

どうか。現在の規程であると、すでにある程度確立した人とこれからの人を同じ土俵で選考する

ことになり、若い方が不利になる要素がある O

⑥英語での発表が応募者減に繋がる要因になっているかどうか検討してみる必要があるO

⑦選考委員の所属教室の応募を可能にしてはどうか? この場合、該当する応募者の審議には加わ

らない。

なお、奨励賞の存廃については全員一致で継続すべきとなった。
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2009年度第2回奨励賞選考委員会議事録

日時 :2∞9年8月 31 日(月 )14:00~15:30

場所・国際医学情報センター 2F 第2会議室

出席者.塩坂貞夫、馬場広子、久永虞市、柳j畢勝彦、和田圭司

欠席者:植田弘師、佐野輝

議題

1.委員長選出について

委員長和田圭司

(敬称略)

出席委員5名による意見交換ののち、投票を行った。その結果、和田委員が委員長に選出された。

2.選考規程、内規、選考のありかたについて

本年度第一回委員会で討議され議事録に記載されている項目を中心に種々意見交換を行った。その

結果、以下委員会としての決定を行った。

①奨励賞、最優秀奨励賞について、 40歳未満という応募資格は変更しないが、前者についてはよ

り若手の研究者を選考対象とし、後者については研究経歴上ある程度establishされた、あるいは

されつつある研究者を対象とすることと決定した。なお当面、奨励賞、最優秀奨励賞という用語

はそのまま継続する

②奨励賞、最優秀奨励賞の選考は書類審査とする。最優秀奨励賞受賞者は大会において受賞記念

講演を行う。

③内規においてその他の申し合わせ事項に記載がある「選考委員の所属研究室からの応募」につい

て見直しを行い、「選考委員の所属する研究室から自薦者が出た場合、当該選考委員は前記自薦

者の審議には加わらない」と変更する O

④上記を実施するには規定、内規の改定が必要で、かつ理事会の承認を得る必要がある。次回理

事会までに、必要に応じ理事等に趣旨を説明するとともに、規程、内規の改定案を用意する。

⑤理事会にて前記承認が得られた場合、一般会員に選考趣旨が伝わるよう奨励賞募集のお知らせ

について適宜改訂を加える。

⑥他学会等における受賞との重複については、研究内容に重複が無い場合は選考対象から除外し

ないこととした。

⑦上記⑥実施のため、今年度から奨励賞募集のお知らせを適宜改訂する。

3. その他

①将来の応募者の発掘については引き続き選考委員が努力するとともに、理事、評議員にも協力

を仰ぐこととする。応募案内を周知徹底するため、メール配信に同意している一般会員にも応募

の案内をメールにて知らせる O

②最優秀奨励賞受賞者が企画するシンポジウムについて、質の高いシンポジウムにするため外国

人講演者の招へい旅費など経費的支援が実施できるように理事会に要請する。

③最優秀奨励賞受賞者の受賞後の総説投稿の代わりに、(会誌の規程を逸脱せずに実施可能である

ならば)インタビュー記事を会誌巻頭に掲載することを推奨する。この場合、インタピュアーに

ついて、学生等若手を積極的に登用する。
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神経化学 vo1.48 (No.4) ， 2009 

国際対応委員会

日時:平成21年6月22日 16: 00~17: 30 

場所:伊香保温泉天坊 2F からまっ

委員長和中明生

出席者和中明生(委員長)、味岡逸樹、五十嵐道弘、池中一裕、片山泰一、武井延之

欠席者.白尾智明、田代朋子

議題

1) APSN 2010について

2010年のタイプーケット島で聞かれるAPSNmeetingのシンポジウム及び若手コロキウムへの応募

が6月30日締切ではあるが、まだ数が少ないということが和中プログラム委員長から報告された。

日本からの応募を国際対応委員が手分けして促すこととした。

2) APSN 2012について

2012年のAPSNmeetingについてはJSNとしては第55回の日本神経化学会大会との合同開催を提

案することになっている O 池中委員(第55回大会長)から、 8月に釜山で開催されるISN/APSN

meetingにおいてAPSNの理事会も聞かれ、その際に合同開催を提案する予定であることが報告さ

れた。対抗馬としてインドからも開催希望があるとのこと O 国際対応委員会として合同開催を積極

的に支援することが確認された。

3) APSN理事について

現在APSNの役員としては池中理事長以外に柳津勝彦、米田幸雄、和中明生の3名が理事として参

加している。この内柳淳、和中の2名は任期が2010年までということで(米田理事は2012年までの任

期)、日本から引き続き理事を送り込む必要があるということが議論された。 2010年の前半におそ

らく理事選が行われる可能性があるということで、国際対応委員会としても理事候補を決定して対

応していくということで意見が一致した。議論の上、理事候補として慶応大の仲嶋一範氏が適任で

はないかということで、折衝することとした。

4) ISN理事選の結果とそれに関連した事項

本年4月 ~5月に開催されたISNの理事選において白尾智明氏が理事に当選したが、これに伴い、既

に決定していた2011年アテネで聞かれるISNmeetingのプログラム委員長を白尾氏が辞任しなけれ

ばならない可能性がある(理事はプログラム委員長を兼任しないという原則に則って)ことが池中委

員から報告された。これについては詳細が釜山のISNmeetingで明らかになる予定である。

5)若手研究者の海外派遣について

前日 (6月21日)に聞かれた理事会で理事長からの下命のあった本件について議論された。

まず学会の国際化の一環として若手研究者を積極的に海外の神経化学系の学会(ISN、APSN等)に

派遣、参加させるという方針が再確認された。

現時点の問題点として以下のことが挙げられた。

-特定の研究室の若手のみが海外の学会に参加している。

・上記の若手についてはトラベルアワードがかなりの高率(例えば某教室では19人応募して11人

が)で当たっているという事実があること O
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-若手個人に対して参加を促しでも、上司である主任研究者の理解が無ければなかなか応募しづ

らい状況にあること。

・このような問題点に加えて、将来計画委員会から、奨励賞の応募者に海外学会へのトラベルア

ワードを神経化学会から授与するというような案が出されたことが報告された。

以上の諸点を踏まえて議論が行われた。まず将来計画委員会からの提案については国際対応委員会

としては賛同するが、これだけでは学会の国際化に向けて若手研究者の裾野を広げるという目的に

は合致しない(人数が少ない)点が指摘された。若手に渡航費用等を補助するとしても、神経化学会

からどれくらいの予算措置がなされるかについては不確定要素が多すぎるということも問題点のー

っとして挙げられた。

種々議論の末、国際対応委員会としては以下のプロジ、エクトを立ち上げる提案を理事会に行い、持

ち回り審議を経た上で承認されれば早急に実現化(2010年のAPSNmeetingを当面のターゲット)す

る方向で意見が一致した。

<日本神経化学会若手海外派遣プロジェクト(仮名)>

現在日本神経化学会の評議員となっている研究者を中心に当委員会から研究室当たり1名の国際学会

参加者を募り、トータルで10名(10研究室)の若手研究者を選抜する。この若手研究者には全員ターゲツ

トとなる国際学会のトラベルアワードに応募をしてもらうが、この際応募方法や手続きなどを国際対

応委員会で具体的に指導、補助する。アワードの当落が明らかになった時点で、 10名全体での渡航費、

参加登録費等の不足分を日本神経化学会から補助する。実際の学会参加にあたっては国際学会経験の

ある中堅研究者一名を委員会から指名して現地に送り込み、 10名の若手の具体的な指導、助言等をし

てもらう。これら10名の研究者には学会終了後、体験記などを通じて派遣プロジェクトの広報、周知

に協力してもらうと共に、後のプロジェクトにおける現地指導者、助言者にもなってもらう。

6)国際化に向けての広報活動等

以前の委員会で大会会場にブースを設けて、 ISN、APSNの入会案内、会員による応募書類への署名

などの便宜をはかるという案を出していたが、本学会では実行されていないこと、またこれについて

は次回の神戸での大会で具体化することが和中委員長から報告、提案された。

出版広報委員会からISN、APSNなどの学会に参加した若手研究者の体験記を積極的に神経化学誌、

HPに掲載していく旨の提案がなされており、今泉委員長から釜山のミーテイングに参加する若手で

体験記を書いてもらう候補者をピックアップするよう依頼があった旨和中委員長から報告があった。
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神経化学 vo1.48 (No.4)，2009 

出版・広報委員会

日時:平成21年6月22日 16: 00~18 ・ 00

会場伊香保温泉ホテル天坊の2階「けやき」

委員長今泉和則

出席者:今泉和則(宮崎大学、委員長)、浅井清文(名古屋市立大学)、榎戸 靖(東京医科歯科大学)、

鹿川哲史(東京医科歯科大学)、加藤総夫(東京慈恵医科大学)、工藤 喬(大阪大学)、定方哲

史(理化学研究所)、仲嶋一範(慶応義塾大学)、山田真久(理化学研究所)。

欠席者:なし

1. 広報活動関連(担当責任者:工藤)

-関連学会への広報活動として、 8月末に開催される第 105回日本精神神経学会学術総会において、

工藤委員が本学会の活動内容紹介を行うことが報告された。

・一般向け広報活動の一環として会員の研究成果をホームページ上で紹介するコーナー「神経化学ト

ピックス」を年間 3~5 報程度継続的にアップロードしていくことが確認された。また、論文が掲

載された雑誌名だけでなく、研究内容を解説する大学や研究機関の URLも併せて紹介してはどう

かとの意見が出された。

2. 学会ホームページ関連(担当責任者:榎戸)

-日本語ホームページの更新について、学会事務局からほぼ1ヶ月ごとに送られてくる新規掲載事項

の確認作業と合わせ、従来通り行なわれていることが報告された。

-英文ホームページ作製の進捗状況について、浅井委員より、既にレイアウトが完了し、各委員によ

る確認が済み次第、「理事長あいさつ」ならびに「過去の学会ページ、へのリンク」が掲載されると

報告された。また、英文学会規約ならびに外国人向け入会案内については、英語版入会申請書等の

整備と併せ、順次拡充を行なって行くこととなった。一方、実際に入会する外国人の数が少ないこ

とが予想されることから、費用対効果を含めた必要性や外国人の積極的な入会を今後の学会方針と

するか等、理事会や将来計画委員会で話し合ってもらう必要もあるのではとの意見も出された。

・ホームページの維持にかかる予算面での見直しとして、現在業者に委託しているホームページの書

換え作業の内容について再確認を行なうこととした。

3. 会員情報検索システム・メール配信関連(担当責任者:定方)

-委員長より、現行の会員検索システムに関する問題点ならびにこれまでの対応について説明がなさ

れた0

・昨年度本委員会で議論された、現行の PLAZAシステムから開発途上の OASISシステムへの移行

案への対案として、現在、理化学研究所等で使われている Xoonipsシステムを導入する案が新たに

提案された。

※ Xoonipsシステムの利点

システム作製の経費が発生しない。英語検索が可能。現状のデータを簡単に移動できる。など

※ Xoonipsシステムの問題点

データベースをどこに置くか。個人情報内容・セキュリティーの問題。など
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. Xoonipsシステムを導入した場合の、サーバー設置場所ならびに登録情報の内容について検討を行

った。これに基づき、 UMINシステムを基準としたセキュリティーシステムや費用対効果の比較を

行ない、来年度第一回理事会に提出すこととなった。

-会員情報の更新作業がスムーズに行なえるよう、学会事務局と情報管理者との問で登録情報の共有

が可能かどうかも今後検討することになった。

-会員データベース管理者の引き継ぎを容易にするため、業務内容のマニュアル化を進めることとし

た。

4. 機関誌関連(担当責任者:今泉)

.12月に発行予定の学会誌NO.4に「学会レポート」のコーナーが新設されることが報告された。依

頼は、本学会若手研究者に委員長が行なうこととなった。

・奨励賞受賞者(沼川忠広先生 国立精神神経センター)による総説 (2009年vol.48NO.4掲載予定)

を依頼することとなった。

. r輝け次世代の担い手たち」ならびに「研究室紹介」の原稿 (2010年vol.49No.l掲載予定)をそれ
ぞれ依頼することとなった。

-物故名誉会員の追悼文について、委員長から原稿の依頼をすることとなった。
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神経化学 vo1.48 (No.4)，2009 

連合大会委員会

委員長井上和秀

1.本委員会は第52回大会期間中には委員会を招集することなく、電話にて会議を行った。「ゆるやか

な脳研究連合」をどのように実現させるかが本委員会の主務であることを確認した。

2.第52回大会での理事会、評議員会では「日本神経化学会と社会との接点」について論議を深め、その

中で、当学会の設立主旨および基本方針「分子基盤による脳・神経系の理解と病態解明」に沿った研

究を推進させること、そしてその成果の社会への還元に務めることを再確認致した。

3.社会への還元の具体的活動のーっとして、日本神経学会などの臨床系の学会との交流を深める。

4. これまでに共同シンポジウム等で、培ってきた日本生物学的精神医学会との交流、日本神経精神薬理

学会や日本臨床精神神経薬理学会との交流も、これまでどおり維持する。日本神経科学会との3年

ごとの共同開催も持続させる。

以上
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グルココルチコイド受容体およびBDNF受容体の相互作用に

制御されるグルタミン酸放出

Glucocorticoid receptor interaction with TrkB promotes BDNF-triggered glutamate release 

はじめに

うつ病患者の脳において脳由来神経栄養因子

(BDNF)の発現低下が報告されており、 BDNFと

うつ病発症との関連が示唆されている O うつ病患

者では健常者と比較して血中グルココルチコイド

濃度の持続的な上昇を示す割合が高く、この持続

的で高レベルのグルココルチコイドがうつ病を引

き起こす原因である可能性が指摘されている。し

かしこれまで、ストレスホルモンであるグルココ

ルチコイドと神経可塑性に重要であるBDNFとの

機能的な相互作用に注目した研究は少なかった。

我々 は、 BDNF機能とグルココルチコイド機能と

の相互作用に注目した細胞・分子レベルでの解

析を行った。そして、中枢ニューロンにおける

BDNFの長期的および短期的な機能がグルココル

チコイド暴露によって抑制される現象を見出し、

その分子メカニズムの一端を明らかにした。

背景

NGF (nerve growth factor)、BDNF

(brain-derived neurotrophic factor)、NT-3

(neurotrophin-3 )およびNT-4/5などのファミ

リー蛋白質はneurotrophinと総称される神経栄養

因子である。特に、BDNFとその受容体TrkBは脳

での強い発現がみられる oBDNFは、ニューロン

の生存維持などの栄養因子的役割に加え、記憶・

学習のメカニズムの基盤であるシナプス可塑性

を制御する上で中心的な役割を果たしておりヘ
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沼川忠広
(国立精神・神経センター神経研究所)

これは遺伝子改変マウスを用いた初期の研究にお

いて、海，馬long-termpotentiationなどのシナプス

可塑性の成立が不可能で、あったことからも明らか

である2)3)。

HPA内分泌系(hypothalamic-pituitary-adrenal

axis、視床下部下垂体副腎皮質)の異常な機能克

進は多くのうつ患者で確認され、うつ病発症の

原因のひとつとして考えられている4)5)。副腎皮

質より放出されるグルココルチコイドは生体がス

トレス下にある場合に重要で、糖代謝増加や抗炎

症作用の発揮などの働きを持つ。神経系に対しで

も、短時間(数時間)のグルココルチコイド暴露

での神経保護効果などが細胞レベルの研究で明ら

かにされた6)。通常、放出されたグルココルチコ

イドは中枢神経系に働きかけて自身の血中濃度を

下げ、ストレスに対する応答は終了する。これが

ネガテイブフィードパック機構であるが、過度の

ストレスに持続的にさらされた場合はこのネガ

テイブフィードパック機構が破綻する。そして、

副腎皮質からのグルココルチコイドの過分泌が生

じ、これが脳にダメージを与え、疾患発症や病態

に密接に関与する可能性がある 7)8) 9)。

グルココルチコイド投与後におけるBDNF発現

の減少が報告されている10)11)。抗うつ薬の治療

効果はBDNF発現増加に起因するという説も有力

であり、最近でもBDNFやTrkBの重要性を示し

た例は多い12)13) 14)。しかし現段階では、中枢神

経系の情報伝達におけるグルココルチコイドの役



図1 抗MAP2抗体を用いた免疫染色

若い海馬ニュー口ンにBDNFを投与 (48時間)すると、樹状突起のイ申震が促進される。グルココルチコイド
(DEX， dexamethasone.投与はBDNFの24日寺間前)は、このBDNF作用を阻害する。

割はよくわかっておらず、 BDNFの機能との関連

に至ってはほとんど不明で、ある。我々 は、 BDNF

が正に制御する神経機能が、グルココlレチコイド

暴露により抑制されることが疾患発症のきっかけ

であると想定した研究を行ってきた。

BDNFの長期的作用とグルココルチコイド

若いニューロンにおいて、 BDNFは分裂、分化、成

熟、および生存維持などに密接に関与している1)。

BDNFがTrkBを活性化(リン酸化)すると、

MAPK (rnitogen-activated protein kinase)、PI3

kinase (phosphatidylinositol 3-kinase)、および

PLCy (phospholipase Cy)経路などの細胞内

シグナルが活性化されることが知られており、そ

れぞれのシグナル経路がいかなる細胞応答に重要

な働きを持っているのか興味が持たれる。

中枢神経系の発達期ではグルココルチコイド

濃度の持続的上昇は重篤な影響を及ぼし、発達後

における病気への脆弱性を形成する可能性があ

るとされる。脳のGR(グルココルチコイドレセ

プタ一)の発現がストレス負荷やグルココルチコ

イド投与によって減少し4)、将来GRを介したネガ

テイブフィードパック機能不全が起こる可能性が

ある。母子隔離ストレスモデルでは、 GR遺伝子

上流のメチル化の状態が変化して、 GR発現量が

低下する 15)。幼若期ストレスは海馬歯状回のネ111経

新生を抑制しており 16)、成長後の脳機能に大きく

影響する可能性がある。

我々は、幼若海馬ニューロンのシナプス形成増

強を担うBDNFの作用が、グルココルチコイド暴

-302 

露で抑制されることを見出した17)。生後l日齢ラッ

ト脳より分散したニューロンの培養1日目 (Days

in vitro， DIVl)に、 GR選択的な合成グルココル

チコイドであるDEX(dexamethasone)を投与し

た。DIV2ではBDNF投与群と非投与群を作成し

た。DIV4ではMAP2抗体を用いた免疫染色を行っ

て形態を観察した。BDNF投与によ って、GAD

(glutamate decarboxylase)陽性ニューロン、お

よびグルタミン酸陽性ニューロンそれぞれの樹

状突起の伸展促進の傾向が観察された (図1)。

シナプス関連蛋白質の発現を解析したところ、

BDNFはポスト シナプス蛋白質(NR2A、NR2Bお

よび、GluRlなど)、およびプレシナプス蛋白質(シ

ナプシンI、SNAP25など)の発現を増加させた。

興味深いことに、この長期的なBDNF投与による

樹状突起数やシナプス関連蛋白質の発現増加に対

して、 DEX暴露は抑制的に作用することが明ら

かになった。

DIV7ニューロンにおいて、グルタミン酸で誘

発される細胞内ci+濃度の上昇(ポストシナプス

機能)および脱分極刺激によるプレシナプスから

のグルタミン酸放出の定量を行った。BDNFによ

る細胞内ci+濃度上昇、およびグルタミン酸放出

機能の増強作用は、 DEXにより明らかに阻害さ

れた。成熟したDIV16ニューロンにおけるシナプ

ス数(シナプシンIによる免疫染色)を解析したと

ころ、シナプス数減少という形でDEXの影響が長

期に渡って持続していることが明らかになった。

これまで我々は、ネIf1経突起の伸展やシナプス関

連蛋白質の発現維持にはMAPKシグナル伝達経
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図2 BDNF依存的な興奮性神経伝達物質グルタ
ミン酸放出をDEXは阻害する。

大脳皮質ニューロンにDEXを48時間投与した
後、BDNFを1分間だけ投与し放出されるグルタ
ミン酸量を測定した。

路が重要であることを報告してきた18 19'跡。 予

想通り、 DEXの存在下ではこのMAPK粁路活性

化の滅弱が明らかとなった。与-察すると、盛んに

シナプスを形成している若いニューロンでは、

BDNFがMAPK経路市性化を介してシナプス形成

やネットワーク形成を別強する重要な働きをして

しかし、ここで過剰なグルココルチコイドいる。

暴露が行われると、BDNFによるMAPK経路活性

化が弱められてしまい、その結果シナプスの形成

が不十分になる可能性がある。

短期的なBDNFの働きを匝害するグルココルチコイ ド

蛋1"=1質の新民発現が関与するような長則的機能

に加えて、 BDNFは非常に短時間での機能も作し

ている。中でも、神経伝達物質放出を誘導する機

能は極めて重要であろう 21)加。 我々はこれまで

にBDNFが大脳皮質ニューロンから急速に興市性

神経伝達物質であるグルタミン酸の放出を励起す

る現象を凡出しており、それにはPLCY IIP3R経

路活性化を介した細胞内カルシウムの濃度1-..11・が

-ili:要であることを報特した抑制 25)。そこで、 宅p

、ー

の短時間でのBDNF作用に対するグルココルチコ

イド暴露の影響を解析するため、大脳皮質ニユー

ロンを用いた実験を行ったお}。

DIV4の大脳皮質ニューロンに48時間のDEX暴

GR 

GR 

o 10 1 
conmm 

6 

DEX(hrs) 

12 24 48 48 
con 

図3 DEX投与後、グルココルチコイド受容体(GR)の発現が減

少する。
上:DEX処理後、GR発現をタイムコースで観察した。ウエス
タンプロット。

下 :DEX投与48時間後の抗GR抗体による免疫染色。

露を行った。その後BDNFをわずか1分間のみ投

守してグルタミン酸放出を測定した。興味深いこ

とに、DEXの前処理によってBDNFが誘発する

グルタミン酸放出の減少が確認された(図2)。ま

た、DEXはBDFによる細胞内ci+:t自加を抑制
することを確認した。注目すべきことに、DEX

の投与後ではニューロンにおいてGR発現の者し

い低下が観察された(ll{13)。

実は、GRは多くの研究者に転写因子として認

識されている分[-である。つまりもっともシン

プルな考えHは、DEXがGR依存的な転写活性を

介して種々の蛋(¥質の発現を変動させたという

考えJjである。すなわち、DEX暴露後ではシナ

プス機能を調節する蛋白質の発現変動という質的

変化がニューロンで生じており 、BDNFが作用 し

た時には、その質的変化に則したかたちで神経伝

述物質の肱出誌がほ下して観察される 口I能'性であ

る。ところが、DEX暴露を行わずにsiRNAにて

内{f性GR発現を抑制したニューロンを用いた場

合でも、やはりBDNF誘導グルタミン酸放出の低

ドが観察された。逆に、ウイルスを用いた遺伝f

導入によりGR鑑(J質の強制発現を行った場合、

BDNFによるグルタミン酸放出の増加が観察され

た。これらの結果は、GRの発現そのものが重要

であり、 GRの転勺:i両性を介した反応、は関係して
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いない可能性を示唆している O また、 DEX暴露

による内在性のBDNFやTrkBの発現変化は観察

されなかった。

次に、TrkB以下の細胞内シグナルに注目した。

グルココルチコイド暴露によって、 BDNF刺激

による受容体TrkBの活性化は影響を受けなかっ

た。前述のように、これまでの我々の研究で、

TrkB下流シグナルの中で特にPLCy/Ca2+経路の

グルタミン酸放出における重要性が明らかであっ

たお)24)お)0 PLCy はIP
3
R (細胞内カルシウムチャ

ンネル)を活性化し、続いて小胞体から細胞質内へ

の素早いCa2+放出を引き起こす。この細胞内ci+

の増加はBDNFによるグルタミン酸放出に極めて

重要なステップである。予想通り、 DEX暴露後に

おいてBDNFが活性化するPLCyの割合は顕著に

減少Lた。一方で、 MAPKやPI3kinase経路の

活性化はDEXで、影響を受けなかった。

DEX投与後におけるGRの発現の低下と、

BDNF依存的なPLCy経路の活性化の脆弱性と

はどのように関係しているであろうか?まず、

BDNF依存的なPLCyとTrkBとの相互作用を解

析した。これはBDNFで刺激されるPLCyの活性

化には、 TrkBとの結合が必要な過程だからであ

るO 解析の結果、 DEX暴露後ではPLCyとTrkB

の結合が起こりにくいことが判明した。 siRNAで、

GRの発現を減少させた場合、 BDNFによるPLCy

活性化は低下した。反対にGRの強制発現後では

PLC y 活性化が増強された。これは、 GRの存在

がBDNF依存的なPLCyのTrkBへの結合と、その

後のPLCy 活性化に重要であることを示唆してい

るO そこで、我々はGRとTrkBとの相互作用の可

能性を検討した。予想通り、それぞれの抗体を用

いて免疫沈降を行った結果、 GR-TrkB相互作用

の可能性が明らかとなった。注目すべきことに、

DEX投与後ではGR-TrkB相互作用が減少してい

た。 siRNAで、GRの発現を減少させた場合のGR

TrkB相互作用の低下、反対にGR強制発現後での

GR司TrkB相互作用の増加を確認した。これらを併

せて考察すると、 DEX投与後では著しいGRの発

現低下が引き起こされるが、これがGR-TrkB相

互作用の低下の原因であると思われる O さらに、

GR-TrkB複合体がPLCyの活性化には有利な形態

であり、 TrkBへのPLC-yの結合が起こりやすい

可能性がある(図4)。このTrkBとGRとの相互作

用は、動物実験でも確認できた。グルココルチ

コイドを腹腔投与したラット大脳組織ではGR発

現、および、GR-TrkB相互作用の低下がみられたこ

とから、この相互作用が生理的条件下でも重要な

役割を果たしている可能性があるお)。

おわりに

これまで遺伝子解析研究によって脆弱性遺伝

子候補が次々と報告されている。しかし、それぞ、

れの脆弱性遺伝子による単独でのリスク増加は

さほど高いものではなく、環境要因なども同時に

考慮すべきであろう。うつ病患者や持続的なスト

レスに晒された動物では、血中のグルココルチコ

イド濃度が慢性的に上昇している。今回は、細胞

レベルでの実験結果ではあるが、グルココルチ

コイドの慢性的な暴露後にBDNFの働きが抑制さ

れることを紹介した。我々は、 BDNFが誘導する

神経伝達物質放出を抗うつ薬 Omipramineおよび

fluvoxamine)が増強することを報告したが、こ

れは抗うつ薬がBDNF依存的なPLCyとTrkBの

結合を増加させている可能性を示唆した興味深い

結果である加。このように、我々は中枢ニューロ

ンにおけるBDNFの機能低下がうつ病発症のメカ

ニズムの一つであり、その機能低下の原因はグ

ルココルチコイド暴露による回害であるという

着眼点から研究を行っている。従来、うつ病病態

においてBDNF発現量そのものを問題にしたもの

が多く、今回紹介した研究のようなBDNF機能と

グルココルチコイド機能との相互作用に注目した

例はほとんどない。今後、グルココルチコイド

とBDNF機能との相互作用のさらなる解明によっ

て、 BDNF下流シグナル分子をターゲットとした

新しい精神疾患治療法の確立や創薬に貢献できる

可能性がある O
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• 神経伝達物質放出の減少

.・.

~ グルココルチコイド G BDNF -・ グルタミン酸

らGR-TrkB復緋・グルココルチ山受容体側 lf BDNF受容体刊)
図4 グルココルチコイド受容体(GR)およびBDNF受容体(TrkB)の相互作用に制御されるグルタミン酸放出
BDNFが誘導するグルタミン酸放出では、受容体TrkB下流シグナルの中で特にPLCy /Ca2+経路が重要。PLCyは細胞質
内Ca2+の濃度を増加させる。この細胞内Ca2+の増加はBDNFによるグルタミン酸放出に必要である23)24) 2針。
①グルココルチコイド暴露がない場合、 GRの発現が十分でGR-TrkB複合体力f豊富にある。この環境ではBDNFによる
PLCy 活性化が十分でグルタミン酸も多く放出される。
②グルココルチコイド暴露によりGR発現が減少し、 GR-TrkB複合体の割合が低下。
@GR-TrkB複合体の減少後では、 BDNF依存的なPLCyとTrkBの結合およびその後PLCyの活性化が不十分でグルタミン
酸放出が滅少。
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ISN / APSN 2009に参加して

金沢大学大学院自然科学研究科薬物学研究室山 本 朋 未

8月23日から28日に韓国・釜山にて開催された第22回国際神経化学会大会 (ISN/ APSN)に参加し

ました。当研究室からの20名とともに、主任教授の前任地である摂南大学薬理学研究室の5名の総勢25

名と一緒に参加しました。会場となった釜山国際展示場(BEXCO)は、釜山市街地から少し離れた韓国

有数の高級リゾート地として知られている海雲台地区にあり、これまでにも様々な国際的行事が行わ

れ、国際交流の場として重要な役割を果たしてきたコンペンション施設です。釜山空港到着後、滞在先

となるホテルまでの移動途中に初めて会場を見たのですが、その大きさに圧倒されながらも、自分がこ

れまで、に行ってきた研究成果をこれからこの会場で発表する事を誇らしく感じました。

ISN大会は全世界の神経化学研究者にとって情報交換の場であるだけに、会場には開催国の韓国や日

本などの近隣諸国だけでなく、北米や南米あるいはヨーロッパなど、まさに世界各国から多くの研究者

が参加し、特にポスター発表の時間帯は毎回、人を避けながら歩かなければならないほどの混雑でした。

私は、本年6月に群馬・伊香保で開催された第52回日本神経化学会大会に参加して、若手研究者育成セ

ミナーに出席したのですが、日本神経化学会がISN/ APSN両学会の囲内窓口となっていることもあり、

伊香保で知り合った先生方も多数参加しておられて、約2ヶ月ぶりの再会に懐かしい気持ちになりまし

た。育成セミナーでは毎晩活発なデイスカッシヨンを行い、親しく接してくださった先生方が本学会場

では各国の参加者と議論を交わし、時には壇上に立ちスピーチをされている姿を見て、先生方の国際的

なご活躍を目の当たりにし、同時に日本神経化学会が世界に通じる学会であることを改めて実感しまし

た。

これまでに私は日本神経化学会大会をはじめ、いくつかの学会で口頭発表やポスター発表を経験し、

学会発表には多少触れたことがありましたが、やはり英語でデイスカッションを行わなければならない

国際学会での発表は国内学会とは別の独特な空気が流れており、思わず圧倒されてしまいました。世界

の神経化学研究者と接することのできる場であるにもかかわらず、自分の英語力に自信が持てず、貴重

な機会を十分に活かすことができなかったように思います。自身のポスター発表時間中も、ポスターを

見ている参加者に気づきながらも積極的に声を掛けることができず、また発表内容についての説明を求

められたり、実験結果やパックグラウンドに関して質問を受けたときには、回答が頭には浮かんでいる

のに伝えられないもどかしさを何度も感じました。決められた発表時間が終わった頃には、緊張のため

背中にび、っしょりと汗をかいていることに気づきました。

連日のポスター発表の中でも、特に印象的だ、ったのはアストロサイトから放出される伝達物質に関し

ての研究を行っている方の発表でした。その先生の発表はアストロサイトからの伝達物質放出の瞬間を

初めて可視化し、細胞内カルシウムの上昇だけでは伝達物質の放出を引き起こすのに十分ではない事実

を見出したという内容でした。私が印象に残った点は、発表内容に加え、目的とする現象を突き止めよ

うと、様々な器機や新規の実験系を開拓して研究をされているところでした。未知の現象の検出に呆敢

に挑戦されている姿に熱意を感じ、さらに可視化に成功されたことに感動を覚えました。また、可視化
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できたことに満足するのではなく、より良い検出方法を模索中であると聞き、研究者としての心意気を

感じました。

また会期中、アジア太平洋地域各国の若手研究者が発表を行っていたAPSNPoster Award 

Presentationも聴講しましたが、英語圏ではない国々の若い研究者達が流暢に英語で発表し、白熱した

デイスカッションを繰り広げている姿は、自分自身の近い将来の目標として映りました。当研究室の宝田

剛志助教もAPSNポスター賞を受賞し、大きなスクリーンを背に堂々と発表し、またその発表が賞され

ゴールドメダルを獲得しました。発表および表彰の際、壇上に立つ先生の姿はいつも研究室で見るより

もさらに大きく、頼もしく見えました。

今回、 ISN/ APSN2∞9に参加したことで、圏内だけでなく世界の神経化学研究に触れ、今後の研究
活動に対しての意欲が更なるものになっただけでなく、多くの知識を吸収し、世界に自分の研究成果を

発信し、より多くの人とデイスカッションを重ねるには自分の国際性を高めることが必須の要素である

ことを再認識しました。このような貴重な体験をさせていただいたことを感謝し、今後の研究活動に活

かしていきたいと思います。

ーら峨繍ぞ副酬d則 C叫 .. 
M 縄問一…

ポスタ一発表 学会参加メンバー

米田幸雄教授(前列右から3番目)、荻田喜代一摂南大学教綬(前列右端)と

著者(前列左から3番目)
(2009年8月28日撮影)
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“ISNミエリンサテライトミーテイングに参加して"

旭川医科大学解剖学講座機能形態学分野手反 東 良 雄

今回、「学会参加レポート」の執筆という機会を与えて頂きましたので、 2009年8月 19 日 ~23 日に、韓国・

慶州において開催されました“ISNミエリンサテライトミーテイング"についてご報告させて頂きたいと

思います。私自身はこのミーテイングに初めて参加させて頂きましたが、レベルの高い大変素晴らしい

ミーティングであり、今後も継続して参加させて頂きたく思っております。このミーティングに参加し

たきっかけはオーガナイザーを務められました生理学研究所の池中一裕教授ならびに東京薬科大学の馬

場広子教授にお誘い頂いたことでした。この場をお借りして、このような機会を与えて頂きました両教

授に改めて御礼申し上げます。

5つのISNサテライトミーティングがISN開催の前後で行われたようですが、このミーティングはISN

のミーテイング汁こ先立つて行われたもので、“Myelindevelopment， function and related diseases"とい

うタイトルの通り、ミエリンや中枢および末梢のミエリン形成細胞に関連する研究を行っている研究

者が集まり、ホテルで寝食を共にしながら行うミーテイングでした。隔年開催で今回が9回目とのこ

とですので、歴史のあるミーテイングです。また、今回は“Dedicatedto the Memory of Dr. Steven E. 

Pfeiffer"というタイトルも付されました。長年に渡って彼がこの分野をリードしてきたことは数多くの

偉大な業績から存じておりましたが、それだけではなく、 1人の人間としても本当に素晴らしい方で皆

に慕われていたということを実感しました。

当日は釜山空港でピックアップして頂き、チャーターパスで慶州に向かいました。会場のホテル

(TEMFホテル)に到着したときには、すでにwelcomereceptionが始まっていたのですが、知り合いが

誰も参加していないこともあって、シャイ(?)な私はうまく入っていけるかどうか不安でした。とこ

ろが、参加者が皆、快く受け入れて下さいました。論文上でしか拝見したことのない大御所とも言える

先生方も気さくに声をかけてくださり、初めての参加で、戸惑っている私を暖かく迎えて下さいました。

この暖かい雰囲気が非常に心地よく、ミーテイングを存分に楽しむことが出来ました。

ミーテイングはオーラルおよびポスターセッシヨンで構成されており、オーラルセッシヨンは一つの

部屋で全員が集まって行われました。 50~60人程度の参加者で同窓会あるいは同門会のような和やかな

雰囲気の中、活発な議論が展開されました。また、新しい試みとして、ポスターセッションの前にポスター

発表者による2~3分程度の口頭発表 (oral presentation for posters) が行われました。スライド1~2枚を

用いて、自分の研究を紹介するというのは意外に難しいと思うのですが、発表者にとってはこれも重要

なスキルです。また、聴衆サイドからすると、発表者の顔をあらかじめ見ることができるので、ポスター

会場で発表者を容易に見つけることが出来るというメリットもあります。この企画は大変おもしろく、

素晴らしいものだと感じました。次回以降も是非続けて頂ければと個人的に思っております。

誌面の関係上、個々の演題に関して詳細を述べることは出来ませんが、オリゴデンドロサイトの分化

および成熟に関する分子機構や多発性硬化症の病態に関する研究など、この分野をリードしている研究

者ばかりの発表でしたので、口j寅・ポスターに関係なく、どの演題も楽しいものばかりでした。これほ
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ど豪華な顔ぶれが揃うセッションは普通の学会ではなかなか出来ないと思います。新しい知見も数多く

報告されましたし、個々の研究者の研究レベルの高さやオリジナリティーも感じられましたが、まだま

だこれからの部分も多く残されている分野です。我々のような若手研究者がより一層頑張らなくてはな

らないと改めて感じました。

今回、私はオーラル発表の機会を与えて頂いたのですが、周りの発表者の名前に圧倒されて過度に緊

張しておりました。前日も部屋でプレゼンテーションの練習をしていたのですが、緊張のあまり思った

ように行きませんでした。お酒も飲んでいたため、だんだん練習も出来なくなってきました。そこで、

気分転換にとTVをつけてみたのですが、 TVから流れてくるのは韓国語のオンパレードです。言葉が全

くわかりません。予想していたとはいえ、あえなく撃沈しました。しかし、それで諦めがついたのか、

それとも酔いがさめたのか、その後は気分を新たに練習することができ、個人的には無難に発表を終わ

らせることができたと思います(写真1)。また、今後の研究に生かせるような貴重な意見や助言を頂け

たことが何よりでした。終了後は、「発表良かったよ。面白かったよ。」と何人もの先生に言って頂けた

のでホッとしました。このように言って頂けると大変嬉しいものです。

2日目午後のexcursionで、は、世界文化遺産である悌園寺および石窟庵に向かいました。ガイドによ

る案内もあり、短い時間でしたが韓国の歴史に触れることができ、参加者全員が楽しんでいました(写

真2)。その後、会場に戻り、お酒を飲みながらの2回目のポスターセッションが引き続いて行われま

した。ポスターセッションに十分時間をとってあるのもこのミーティングの特徴でした。また、最終日

にはFarewellBanquetが開催され、韓国伝統楽器による演奏も拝聴することができました。過去のミー

ティングの時に撮影した写真を用いたスライドショーもあり、若い頃と現在の姿を見比べながら、この

写真は00で撮ったもので、この時はxxだ、ったといった同窓会の一幕の様なシーンもありました。中

には風貌がすっかり変わってしまわれた方も。私も気をつけようと感じた瞬間でした。

今まで参加してきた学会では会場でじっくりと同分野の研究者と話す機会もあまりなかったのです

が、今回のミーテイングでは多くの研究者とじっくりと時間をかけて話すことができ、国内外問わず共

同研究につながるような話も頂きました。特に同年代の若手研究者との横のつながりを作れたことに大

変嬉しく思っております。最後になりましたが、オーガナイザーを務められた池中先生ならびに馬場先

生、本当にお疲れ様でした。また、両研究室のスタッフの先生方ならびに大学院生の方々もお疲れ様で

した。この場を借りて御礼申し上げます。

写真1 発表風景(筆者が発表者)

写真2 集合写真 (excursionにて)
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第52回日本神経化学会(伊香保)大会を終えて

第23回奥道後大会(大会長・柿本泰男先生、

1980年)以来の温泉地での開催となり、設備やア

クセスなど、いろいろと不安がありましたが、お

かげさまで450名の参加者を得て無事、終了する

ことができました。組織委員、プログラム委員は

もとより、シンポジウム・オーガナイザ一、座長、あ

るいは育成セミナー講師として運営にご尽力いた

だいた多数の会員にこの場を借りてお礼申し上げ

ます。また、連携開催となりましたGRT第24回研

究会の世話人・白尾智明先生はじめ、群馬大学医

学部の諸先生方の全面的なご協力により、この会

が実現できましたことに深く感謝しております。

今大会では、「一般口演重視」という本学会の

基本方針に沿って、従来どおりー演題に充分な時

間を取るとともに、会場の許す限り多くの演題を

口演発表とし、評議員の先生方を中心に2名~3

名の座長をお願いして討論を盛り上げていただき

ました。また、一般演題の中でも数が多く、内容

的に充実していた分野から新たにシンポジウムを

一つ作ると同時に、各公募シンポジウムにも一般

演題から 1~2題ずつ選んで組み込んでいただき

ました。いきなりシンポジストということで最初

は戸惑われた方もありましたが、若い方々が張り

切って参加して下さったことにより、シンポジウ

ムに活気と広がりが出たのではないかと感じてお

ります。

また、学会活動のもう一つの柱でもある「次

世代の育成」という面では、第51回大会で武田

第52回神経化学会大会・大会長田 代朋 子

(青山学院大学理工学部化学・生命科学科)

雅俊先生がスタートして下さった「若手育成セミ

ナー」を引き継ぎ、神経化学会の企画として定着

させるよう努力致しました。前回も協力して下

さった先生方に再度お願いするとともに、これま

での奨励賞受賞者を中心に講師をお願いし、 16名

の先生方に快く引き受けていただきました。いた

だいたテーマとメッセージをもとに、お二人一組

で設定した8つの統合テーマはどれも大変興味深

く、「古手」も参加できないものか、というご要

望も寄せられておりました。会期中の二晩をこの

セミナーに当てるのは相当エネルギーの要ること

ではないかと心配しましたが、会場には熱気があ

ふれておりました。普段はなかなか接することの

できない他大学・他研究機関の先生方と親しくふ

れあい、研究に対する考え方そのものを垣間見る

ことができたことは、若い方々の今後に大きな力

となることと思います。さらに、寝食を共にする

ことで、大学や学部・研究科の枠を越えたつなが

りができたことを喜ぶ声が参加者から多数寄せら

れております。会場により、会期によりいろいろ

な制約があるかと思いますが、いずれは学会を支

えることになるこのようなつながりを作る企画と

して、今後も続けていっていただければと，思って

おります。

初めて参加した大学院生の時から、私は神経化

学会を通じて多くの素晴らしい方々と知り合い、

育てていただきました。「研究」だけでなく、研

究する「人」の集まりとして、この学会の持つ雰

囲気が伝えられていきますように。
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最後になりましたが、私達の難しい要望に柔軟

に対応して下さったホテル天坊の皆さまの工夫と

努力によって本大会が支えられておりましたこと
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をお伝えしておきます。目玉の一つでもあった大

広間での懇親会は、写真に見えますように大変な

ごやかで心に残るものとなりました。
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第53回日本神経化学会大会・大会長井 上 和 秀

(九州大学大学院薬学研究院薬理学分野教授)

この度、第53回日本神経化学会大会、第33回日本神経科学大会ならびに第20回日本神経回路学会大会

が2010(平成22)年9月2日(木)から4日(土)の3日間、神戸コンペンションセンターにて、lNeuro201OJ

と称して、合同で開催される運びとなりました。

3学会の合同大会は今回で2回目となり、内容・規模ともにより一層の充実を目指し、鋭意準備を進め

ているところでございます。最近の脳神経研究の進展はめざましいものがあり、それは本研究分野を構

成する分子、遺伝子、細胞、神経回路、行動、理論、データベースなどの各階層において、新しい方法

論や研究パラダイムが続々と出現していることに大きく依っています。また、これまで医学・薬学・理学・

工学・農学系の基礎研究分野の性格が強かったものが、人文社会科学の諸分野と共同、融合する勢いが

あり、社会に与える影響もますます大きくなっています。文部科学大臣の諮問に対して脳科学委員会は、

「長期的展望に立つ脳科学研究の基本的構想及び、推進方策について~総合的人間科学の構築と社会への

貢献を目指して~J を2009年6月 23日に答申しました。その副題、『総合的人間科学』にあるように、人文

社会科学と手を携えて、人間の総合的理解を目指す一方で、『社会に貢献する脳科学』にあるように基礎

から応用への発展を強調しています。このような学問と科学技術政策の潮流が本合同大会のテーマであ

ります『社会に広がる脳科学』の背景となっています。

こうした日本の脳神経研究の中心となっている3つの学会、日本神経化学会・日本神経科学会・日本神

経団路学会が合同で大会を開催いたします。プレナリーレクチャ一、シンポジウムやポスターセッション

など、より充実したプログラムを企画中でございます。このような新しい試みは、わが国ばかりでなくア

ジア等発展途上国の脳研究推進に新しい力を生み出すものと、その大きな役割が期待されております。

さらに、武田会長による2008年大会から開始され、田代会長による2009年大会へとバトンタッチされ

た日本神経化学会の「若手育成セミナー」が大変好評ですので、 Neuro201Oでは独自にサテライトシンポ

ジウムとして六甲山の中腹にて開催すべく和田理事のご尽力で準備が進んでおります。また、日本神経

化学会公開シンポジウムでは、柳沢理事の主導によりオーガナイザー西川徹先生(東京医科歯科大学)を

得て「うつ病の分子・細胞基盤(仮題)Jの準備が進んでおります。日本神経化学会の揺るぎない「分子基

盤に立脚した脳神経機能の理解・病態解明」を随所にちりばめたプログラムを企画しておりますので、会

員の皆様のご興味とサイエンスへの期待に充分にお応えできる内容となると考えております。どうぞ、

来年のスケジュールにNeuro20l0を予約してご来場くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。
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西村健先生を悼んで

大阪大学医学系大学院精神医学教室武 田 雅 俊

西村健先生は昭和6年8月30日のお生まれ。軍医のお父上の配属先である北朝鮮・満州での幼少時代の

生活を経験され、帰国後は県立姫路西高等学校、大阪大学医学部に学ばれました。学生のころから、業

室研究生として精神神経科教室に出入りされ、昭和32年ご卒業と同時に金子仁郎教授が主宰されていた

精神神経科学教室に入局されました。谷向弘先生の生化学研究グループにて「炭酸脱水素酵素の抗てん

かん作用の研究」にて学位を取得され、昭和38年5月からノルウェーのオスロ市立デイケマルク病院中央

研究所に留学され、ゲッシング先生のもとで周期性精神病の研究に従事されました。当時のデイケマル

ク研究所にはゲッシング先生のお父さんの代からの精神病患者の毎日の臨床デー夕、血液サンプル、尿

サンプルが数十年にわたって蓄積されており、精神症状と窒素代謝との関係についての研究がなされて

いました。また、この当時は、統合失調症の生化学的研究が始まりかけていた頃で、尿中のピンクスポッ

トと呼ばれる物質が統合失調症の原因ではないかと騒がれていた頃でした。西村先生は厳密に統制され

た生活を送っている周期性精神病の年余に渡る尿を調べて、ピンクスポットは人為的なアーチファクト

であることを証明し、ネイチャーに論文を発表されました。

帰国後は金子先生のもとで老年精神医学の研究を始められました。西村先生の研究は、神経病理学的

手法に新たな生化学的手法を組み合わせるという斬新な手法でした。そして脳の老化により水溶性蛋白

が不溶化していることを見出され、アルツハイマー病の生化学的研究の先鞭をつけられました。このよ

うな業績を積み上げられ、昭和53年8月に金子先生の後を継いで阪大精神科の第6代教授に就任されまし

た。教授になられてからの西村先生のご活躍には目を見張るものがありました。同期の菱川泰夫先生(脳

波・睡眠)が秋田大学教授として転出されてからは、教室の助教授として、播口之朗先生(生化学、故人)、

清水将之先生(精神病理、前あすなろ学園園長)、志水彰先生(精神生理、関西福祉科学大学学長)など

と共に、生化学・生理学・心理学など幅広い領域での研究活動を展開されました。とりわけ老年精神医

学分野では大きな業績をあげられ、西村先生の元には多くの若い人が集い、アルツハイマー病脳におけ

る細胞骨格蛋白異常、西村式(N式)高齢者精神機能検査、抗知性薬(nootropics)の開発、多くの抗痴呆

薬の臨床治験などにおいて阪大精神科は老年精神医学のメッカと呼ばれるほどにたくさんの業績が生み

出されるようになりました。西村先生は、日本神経化学会の設立時から中心的メンバーの一人として本学

会の発展に尽力されていましたが、筆者が入局したての頃、多くの教室員が、先生のご指導を受けながら

学会抄録を作成したり、発表の予行演習をしたり、学会抄録集を見ながら発表演題についての討論をして、

多くの教室の若い人と一緒に神経化学会に参加することを楽しんでおられたように思います。

西村先生は、老年精神医学会理事長として我が国の老年精神医学の興隆に貢献されただけでなく、老

年医学会、生物学的精神医学会、神経精神薬理学会など多数の学会理事をつとめられ、老年医学会、老
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年精神医学会、認知症学会の名誉会員として学会の発展に貢献されました。第13回国際老年精神医学会

において特別功労賞を受賞されました。さらに文部省学術審議会専門委員、厚生省医師試験委員、厚生

省医療関係者審議会専門委員として学術研究の振興、医療政策の遂行に寄与されました。

西村先生は平成7年に大阪大学を定年退官されました。甲子園大学では、栄養学部教授、人間丈化学

部長、発達臨床心理センター長、人間文化研究科長、甲子園短期大学学長をつとめられ、約10年間臨床

心理士の教育に尽力されました。先生を慕って多くの学生が集い、先生の薫陶を受けた多くの若い人た

ちが活躍されています。医師として、研究者として、教育者として、先生の果たされた功績は大きいも

のがあります。

西村先生は4年前から、がんとの闘病生活を送っておられました。平成17年4月に体調不良を訴えられ、

阪大病院に来ていただいた折には、大腸がんによるイレウス症状を呈していました。既にがんは肝転移

を示しており、ことの重大さの告知を受けられましたが、先生の凄さはそれからの生き様でありました。

淡々と仕事をこなしながら、抗がん剤の治療を受けながら、療養生活を続けられました。阪大精神科の

同門会である和風会は毎年11月の最終土曜日に総会を開催するのですが、西村先生はその後も毎回和風

会の総会にご出席いただき、わが身を以て、ご自分の生き様を以って、多くのことを、弟子たちに伝え

ていただきました。

西村先生の最後の入院は今年の2月でした。抗がん剤のききが悪くなり、新しい化学療法を試みるた

めの入院でした。先生の入院の折には、病室にお邪魔して、いろいろお話を伺うことが私たちにとって

はかけがえのない時間でした。西村先生は、平成6年に教室100周年の記念行事をなさいました。教室が

まもなく 120周年を迎えることになることもあって、教室120周年記念誌を刊行することを考えていると

話しましたところ、先生はお喜びになり、いろいろと昔のこと、どのような方に相談したらいいかなど

丁寧に教えていただきました。まだまだ先生から教えていただきたいことがたくさんあるように思いま

す。西村先生のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

平成8年度和風会総会にて
(金子仁郎先生と西村健先生)

西村健先生

西村健先生と奥犠(平成19年)
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田中亮先生を偲んで

信州大学大学院医学系研究科神経可塑性学分野安令 木 龍 雄

本会名誉会員 田中亮先生は本年(2009年)5月16日土曜日の朝、お亡くなりになられました。

田中亮先生は昭和3年のお生まれで、享年80歳でした。先生のご経歴、特に若い頃については、私は

あまり詳しくはありません。奥様のお話によると、旧制浦和高校を経て東大医学部に入学されましたが、

その時に結核に擢患し、 2年間休学して昭和29年に卒業されたそうです。東京大学大学院(生物系研究科

第二基礎医学専門課程)を終えた後は、研究者としてアメリカでの滞在が長く、渡米してから15年目(昭

和50年)に、名古屋市立大学医学部生化学講座(当時。講座はその後、第1生化学、現在は生物化学講座

と改名)の教授に着任され、以後、平成5年0993年)の定年までお務めになられました。名市大に着任

されてからも、 Universityof Rochesterと兼任で、 3年ほどは日本とアメリカを行ったり来たりされたそ

うです。私は、田中先生が日本に腰を落ちつけられてからほどなく、生化学教室の3番目 (3番目は2名い

る)の大学院生となり、以来田中先生からご指導を受けてきました。その後、アメリカに留学させてい

ただき、また帰国後は助教授として、田中先生の定年まで名市大でご一緒させていただきました。

先生は1992年の第35回日本神経化学会を名古屋で主催されました。この時、第 l回AsianPacific 

Society for Neurochemistry (APSN)を同地で同時開催していることは特筆すべきことと思います。田

中先生のもとで準備に追われた日々が懐かしく思いだ、されます。田中先生は、その頃、名古屋地区にお

いて特に、神経研究界のカリスマ的存在でありました。田中先生の元へ、学内はもとより、中部地区の

神経研究者の方々が頻繁にデイスカッションや学会、研究会などの打ち合わせに訪れていた様に記憶し

ています。田中先生は昭和61年(1986年)、名古屋近郊の神経研究者とともに、「脳の医学・生物学懇話

会」を発足させ、翌1987年からオープン形式の勉強会(ミニシンポジウム)がスタートしました。この会

は1995年に「脳の医学・生物学研究会」と名前を変えましたが、現在に至るまで20年以上にわたって年2

回、計47回(2009年9月1日時点)のセミナーを行い、のべ172名の研究者が最先端の研究成果を発表し、我々

神経研究者に貴重な勉強の機会となっています。今日の神経研究の隆盛もこのような活動によってもた

らされたものと信じています。田中亮先生は、日本の神経化学の発展の礎を築いた一人として忘れては

ならない方だと思います。

田中先生は平素から、平常心の方で、心を乱した様な場面は一度も記憶に残っておりません。秘密の

ベールにつつまれたような雰囲気もありました。きっと私ども当時の若造には想像もつかないところ

で、また、遥かに卓越した次元で物を考えておられたのだと思われます。私自身が今の立場と年齢になっ

てやっとすこし想像がつくかな?といったところでしょうか。
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残念なことに、 60歳を超えた頃、学生時代に擢患はしたけれども完治したと思っていた結核が再発し

ました。その後、病状の起伏はありましたが、 20年間の結核と闘う日々が始まり、入退院を繰り返され

ました。私は名古屋を離れてしまったこともあり、退官後の田中先生とは数回しかお会いしておりませ

んが、最愛の奥様以外には、私と同学年の教え子である伊藤仁一先生(名古屋市立大学医学部生物化学

講座)が、お話し相手でありました。お通夜と告別式は「力を尽くして充分に生きたのだから、静かにひっ

そりとお別れしたい」という田中先生の強いご遺志で、ご親族と名市大の一部の生化学教室関係者のみ

の参列のもと、宗教や形式に捉われることなく、田中先生らしく執り行われました。お通夜の席で、微

笑んでおられるような先生のお顔に最後のお別れを致しました。死を間近にして「幸せだ、った」と言い残

していったお言葉に間違いはなかったと思いました。ご冥福をお祈りいたします。
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画家のお父様をもたれた田中亮先生のデザイン。

その他にも APSNおよび日本生化学会の口ゴ

マークのデザインも手がけられました。
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財団法人ブレインサイエンス振興財団
第23回海外研究者招鴨助成候補者申込要領

1.趣旨

ブレインサイエンス研究分野において、独創的テーマに意欲的に取り組んで、いる外国人研究者の短

期間 (3ヶ月以内)の招勝を助成します。

ただし、平成22年4月1日から平成23年3月31日の聞に招聴するものとします。

また、助成金は招耳号する受入責任者に交付します。

2.招轄助成予定額

11'牛あたりの助成額は往復の航空運賃を主とし、 30万円までを限度として必要額を若干件数助成し

ます。

3. 申込締切日

平成22年1月15日(金)とします。

4.申込方法

所定の申込書に必要事項を記入し、(財)ブレインサイエンス振興財団に提出して下さい。詳細は、

以下URLをご確認下さい。

http://www.bs-f.jp/kokusaLsyouhei.html#yoryo 

5.審査方法

(財)ブレインサイエンス振興財団選考委員会において審査選考し、理事会において決定します。

6.採否の通知

平成22年3月末日までに申込者あて採否を通知します。

7.助成金の交付

平成22年4月から必要に応じて受入責任者あて指定口座に振り込みます。

8.助成金の使途

助成金は申込書記載のとおり使用することを原則とします。

9.成果の報告

招聴後2ヶ月以内に、招轄の成果報告書及び招聴助成金の使途内訳を(財)ブレインサイエンス振興

財団に提出して下さい。

申込書提出先および連絡先

財団法人 ブレインサイエンス振興財団

干104-0028東京都中央区八重洲2-6-20

電話 (03) 3273-2565 (直通)
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財団法人ブレインサイエンス振興財団
第23回海外派遣研究助成候補者応募要領

1.趣旨

我が国におけるブレインサイエンスの研究の促進を図るため、国際学会、シンポジウム等への参加、

あるいは短期間 (6ヶ月以内)の共同研究のための研究者の海外派遣を助成します。

但し、平成22年4月から平成23年3月の聞に出発できるものに限ります。

2.助成予定額

l件あたりの助成額は往復の航空運賃を主とし、 30万円までを限度として必要額を若干件数助成し

ます。

3.応募締切日

平成22年1月15日(金)とします0

4.応募方法

所定の応募用紙に必要事項を記入し、(財)ブレインサイエンス振興財団に提出して下さい。

O学会、シンポジウム等の問い合わせ可能な所属長の名前を明記して下さい。

O受入先の承諾書を添付して下さい。

(学会、シンポジウム等参加の場合は参加証明書または招待状の写し。短期の共同研究の場合は受

入機関または共同研究者の手紙の写し。)

5.応募用紙

応募用紙は下記のURLから表示、印刷できます。

http://www.bs-f.jp/kokusaLhaken.html#yoryo 

6.審査方法

(財)ブレインサイエンス振興財団選考委員会において審査選考し、理事会において決定します。

7.採否の通知

平成22年3月末日までに申込者あて採否を通知します。

8.助成金の交付

平成22年4月以降出発時期に応じて助成決定者の指定口座に振り込みます。

9.助成金の使途

助成金は応募用紙記載のとおり使用することを原則とします。

10.成果の報告

帰国後2ヶ月以内に、派遣の成果についての報告書及び派遣助成金の使途内訳を(財)ブレインサイ

エンス振興財団に提出して下さい。

申込書提出先および連絡先

財団法人 ブレインサイエンス振興財団

〒104-0028東京都中央区八重洲2-6-20

電話 (03) 3273-2565 (直通)
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千里ライフサイエンス国際シンポジウム
2010 Senri Life Science International Symposium on 
“Future Outcome of Stem Cell Research Today" 

日時:平成22年1月18日(月) 1O :00~17:00 

場所:千里ライフサイエンスセンターピル 5階ライフホールおよびサイエンスホール

(大阪府豊中市新千里東町1-4ム地下鉄御堂筋線/北大阪急行千里中央駅北口すぐ)

コーデイネーター:西川伸一(理化学研究所発生・再生科学統合研究所グループディレクター)

山中伸弥(京都大学物質一細胞統合システム拠点・iPS細胞研究センターセンター長)

主催.千里ライフサイエンス振興財団

10: 00~1O: 10 

Opening address Tadamitsu Kishimoto (President of Senri Life Science Foundation) 

10 : 1O~ 11 : 00 

“Induction of pluripotency by defined factors" Shinya Yamana孟a(Kyoto University) 

11 ・ 00~11 : 50 

“Genetic modification and differentiation of human embryonic stem cells-creating tools for 

regenerative medicine" Andrew Elefanty (Monash University) 

11 : 50~13 : 00 

Lunch 

13: 00~13 : 50 

“Directed differentiation of pluripotent stem cells" 

Gordon KeIIer (University Health Network) 

13: 50~14 : 40 

Motor neuron progenitor cell replacement therapy for spinal cord injury and disease 

Hans S. Keirstead (University of California at Irvine) 

14 : 40~15: 10 

Brake 

15: 1O~16: 00 

“iPS cell technologies for studies on CNS-regeneration and disease mechanisms" 

Hideyuki Okano (Keio University) 

16 ・ 00~16 ・ 50

“Using stem cells and reprogramming to study disease" Kevin Eggan (Harvard University) 

16: 50~17: 00 

Closing address Shin-Ichi Nishikawa (Riken Center for Developmental Biology) 

17 : 15~ 18 : 30 

Get-acquainted reception at Senri Room (Senri Life Science Center Building 6th floor) 
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使用言語:英語

申込要領:氏名、勤務先、所属、干所在地、電話番号、 Eメールアドレスを明記の上、 Eメールで下記

宛お申し込み下さい。

件名は「千里ライフサイエンス国際シンポジウム」として下さい。

定 員:300名(参加人数によりライフホールが満席となった場合、サイエンスホールにて中継画像に

よる視聴をお願いする場合もありますのでご了承下さい)

締 切:2009年12月25日 ※定員になり次第締め切らせて頂きます。

参加費:講演会・懇親会ともに無料

申込先:(財)千里ライフサイエンス振興財団国際シンポジウム係

千560-∞82
大阪府豊中市新千里東町1-4-2 千里ライフサイエンスセンターピル20階

E-mail: sng@senri-life.or.jp 

TEL: 06-6873-2001 

URL: http://www.senri-Iife.or.jp 
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日本神経化学会会則

第 1章総 員リ

(昭和40年10月8日改正)

(昭和45年10月17日改正〉

(昭和50年11月15日改正)

(昭和51年10月16日改正)

(昭和田年11月14日改正)

(昭和田年11月27日改正)

(昭和57年11月14日改正)

(昭和59年11月17日改正)

(昭和62年10月29日改正)

(昭和63年10月27日改正)

(平成3年10月15日改正)

(平成4年10月21日改正)

(平成5年10月26日改正)

(平成6年10月7日改正)

(平成7年7月1日改正)

(平成9年10月23日改正)

(平成11年9月16日改正)

(平成14年7月18日改正)

(平成16年9月23日改正)

(平成20年9月12日改正)

(平成21年6月22日改正)

第 l条 本会は日本神経化学会 (The]apanese Society for Neurochemistry)という O

第 2条 本会の事務所を東京都新宿区信濃町35 財団法人国際医学情報センター内におく O

第 3条 本会は理事会の議決を経て必要の地に支部をおくことができる O

第2章 目的および事業

第 4条 本会は会員の研究発表、知識の交換ならびに会員相互間および国内外の関連機関との連絡提

携の場として神経化学ならびに関連領域の発展を促しもって学術文化の進歩に寄与すること

を目的とする。
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第 5条前条の目的を達成するために次の事業を行なう。

1. 大会および講演会の開催

2. 会誌、研究報告および資料の刊行

3. 国内外の関連機関との連絡および協力

4 その他目的を達するための必要な事業

第3章会

第 6条 本会の会員は次のとおりとする O

貝

1. 正会員:神経化学に関する学識または経験を有するもので本会の目的に賛同し、会費

年額 9.000円を納める者。但し、評議員の会費年額を10.000円とするO

2. 名誉会員-本会に特に功労のあった正会員(外国人は正会員であることを要しない)の

うちから別に定める細則により総会が承認する者。ただし名誉会員は会費を納めること

を必要としない。

3. 功労会員.本会に功労のあった正会員のうちから別に定める細則により総会が承認する

者で、会費年額5.000円を納める者。

4. 団体会員:本会の目的に賛同し会費年額 10.∞0円を納める公共性のある団体(図書館等)。
5 賛助会員 本会の事業を後援し、会費年額 20.000円以上を納める者または団体。

6. 学生会員:大学またはこれに準ずる学校(大学院を含む)に在籍し、神経化学に関係

ある学科を修める学生であって、本会の目的に賛同し会費年額 3.000円を納める者。

第 7条 会員になろうとする者は正会員の推薦により細則に示す様式に従い会費を添えて入会申込書

を事務局に提出し理事長の承認を受けなければならない。

第 8条 会員は毎年間かれる大会に演題の申込みをすることができる O 但し、演題の筆頭発表者は正

会員または学生会員でなければならない。

第 9条 会員は本会が刊行する機関誌「神経化学」の配布を受ける O

第 10条 会員は第6条に規定する会費を納入しなければならない。

第 11条 会員は次の事由によって資格を喪失するO

1.退会

2. 死亡

3. 除名

第 12条 会員で退会しようとするものは、退会届を提出しなければならない。

第 13条 会員が次の各号のーに該当するときは、理事会の議決を経て除名される。

1. 会費を滞納したとき

2. 本会の名誉を傷つけ、また会員としての義務に反したとき

第 14条 既納の会費は、いかなる理由があってもこれを返還しない。
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第4章役員、評議員および職員

第 15条 本会に次の役員をおく O

理事 15名

監事 2名

第 16条 理事および監事は細則の定める方法に従って正会員から選出する。理事は互選で理事長1

名、副理事長1名を定める。

第 17条 理事長は本会の業務を総理し、本会を代表する。

2. 副理事長は理事長を補佐し、理事会及び総会の決議した事項を処理する。

3. 副理事長は理事長事故のあるときはその職務を代行する O

第 18条 理事は、理事会を組織し、会則に定めるもののほか、本会の総会の権限に属せしめられた事

項以外の事項を議決し執行する。

第四条 監事は民法第59条に準じてその職務を行なう O

第20条 本会の理事で会員の選挙により選出されたものの任期は4年とし、任期終了後2年間は再任

されない。理事会により選出された理事の任期は2年とし、重任されない。

監事の任期は4年とし、任期終了後4年間は再任されない。在任中の監事は、理事となるこ

とは出来ない。

2. 補欠による役員の任期は、前任者または現任者の残任期間とする。

3. 役員は、その任期満了後でも後任者が就任するまでは、なおその職務を行なう。

4. 役員は本会の役員としてふさわしくない行為のあった場合、または特別の事情のある場

合には、その任期中であっても総会および理事会の議決により、理事長がこれを解任す

ることができる O

第 21条 本会に評議員をおく。

2. 評議員の定数は50名及至 250名とする。

3. 評議員は正会員中から総会において選任する。

4. 理事はその任期中は評議員となる。

5. 新規評議員の選任は、別に定める細則の手続きを必要とする。

第22条 評議員の任期は4年とし、再任を妨げない。評議員には第20条、 2.3.4 項の規定を準用

する。

第23条 評議員は評議員会を組織し、本会の運営上の重要事項について理事会の諮問に応ずるものと

する。

第24条 本会の事務を処理するため職員をおくことが出来る。

2. 職員は理事長が任免し理事会の承認をうける。

3. 職員は有給とすることが出来る。

第5章会 議

第25条 理事会は毎年二回理事長が招集する。ただし理事長が必要と認めた場合、或いは理事現在数

の三分の一以上から会議の目的たる事項を示して請求のあったときは、理事長は臨時理事会
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を招集しなければならない。

第 26条 理事会は理事現在数の五分の三以上出席しなければ議事を聞き議決することは出来ない。た

だし委任状を提出したものは出席者とみなす。

2. 理事会の議事は理事会の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところに

よる。

第27条 通常総会および大会の担当機関(施設)および会長は理事会において指定する。

2. 会長は大会の開催にあたり、当該地区会員の中から組織委員を指名し、組織委員会を組

織する。

3. 会長はその年度中理事会に出席するO

第 28条 通常総会は毎年 1回大会の際、理事長が招集する。

2. 臨時総会は理事会または監事が必要と認めたとき、いつでも招集することができる O

第 29条 通常総会の議長は会長とし、臨時総会の議長は会議のつど会員の互選で定める。

第 30条 総会の招集は少なくとも10日以前にその審議すべき事項、日時および場所を記載した書面ま

たは会誌の公告をもって通知する。

第 31条 次の事項は、通常総会に提出しその承認を受けなければならない。

1. 事業計画および収支予算についての事項

2. 事業報告および収支決算についての事項

3. その他理事会において必要と認めた事項

第 32条 総会は、会員現在数の十分の一以上出席しなければその議事を聞き議決することが出来な

い。ただし当該議事につき委任状を提出したものは出席者とみなす。

第33条 総会の議事は出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは議長の決するところによる。

第 34条 総会の議事の要項および議決した事項は会員に通知する。

第 35条 評議員会は随時理事長が招集する。評議員会の議長は理事長がこれに当るO

第 36条 評議員会は評議員現在数の五分の一以上出席しなければ会議を聞くことが出来ない。ただし

委任状を提出したものは出席者とみなす。

第 37条 総会、理事会および評議員会の議事録は議長が作成し理事長が保管する。

第6章会 計

第 38条 本会の事業遂行に要する費用は、会費、事業に伴う収入をもって支弁するO

第 39条 本会の収支決算は毎年会計年度の終了後理事長が作成し、監事の意見をつけ理事会および総

会の承認を受けなければならない。

第 40条 本会の会計年度は毎年1月1日に始まり 12月31日迄とする。

第7章会則の変更

第 41条 この会則は理事会および総会においておのおの三分の二以上の賛成決議を経て変更すること

が出来る O
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第8章補 則

第 42条 この会則施行についての細則は、理事会および総会の議決を経て別に定める.

第9章付 則

第 43条 新総会発足以前の役員、評議員は現神経化学懇話会常任委員及び委員により代行される O

第 44条 現会員はそのまま本会の会員となる。

第 45条 会計年度の改定は昭和56年 1月1日より実施す。

第 46条 昭和55年度会費として納入したもの(昭和54年9月1日~昭和55年8月31日迄)は昭和田年12

月31日迄有効期限を延長するO

第 47条 昭和56年度までの正会員及び団体会員の会費は年額2.500円とする。
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日本神経化学会細則

第 1章会 員

(昭和41年10月8日制定)

(昭和51年10月16日改正)

(昭和59年11月17日改正)

(平成3年10月15日改正)

(平成6年10月7日改正)

(平成11年9月16日改正)

(平成20年9月12日改正)

(平成21年6月22日改正)

第 l条 本会に会員として入会を希望する者は入会申込書に次のことがらを記入して事務局に提出し

なければならない。

1. 姓名(ローマ字付)生年月日

2 推薦者氏名印

3. 最終出身校、学科名および卒業年次。ただし学生会員になろうとするものは入学年月日

を記入し、在学証明書の写しを添付する。

4. 勤務先とその所在地および勤務先での地位

5. 会員の現住所ならびに連絡先住所

6. 専攻分野

第2章役員、評議員、名誉会員

第 2条 理事定数15名のうち12名は細則第3条及び第4条に定める方法に従い、会員の直接選挙によ

り選出する。残り 3名は専門別、地域別を考慮して理事会で選定し、評議員会の議を経て委

嘱するO この3名は2年毎に理事会で選定する。理事選挙は2年ごとに6名の改選を行う。

理事は就任する時期に満65才までのものとする。

第 3条 理事の選挙に当って選挙管理委員会を設け委員は正会員の中から理事長が委嘱する。選挙管

理委員会は理事選挙要項に従い事務局の所在地で選挙事務を行う。

第 4条 理事選挙要項は下記の如くする O

l 選挙管理委員会は事前に会員名簿を作成して「神経化学」に掲載する。理事の選挙権及び

被選挙権は投票締切日の6カ月以前に正会員となったものに限る。

2. 正会員で選挙事務に異議あるものは投票締切日の10日前までに選挙管理委員会に申し出

なければならない。
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3. 選挙管理委員会は正会員 2名以上の推薦のあった正会員および評議員(但し理事被選挙権

者のみ)をもって理事候補者名簿を作成し、会員に配布し、投票の資料とする。

4. 投票は選挙管理委員会の定める投票用紙をもって行い無記名3名以内の連記とする。

5 投票は郵送をもって行う。

6 当選者は得票数の多い上位から6名を決定する O 同票の場合は年令順とする。

7. 当選者が辞退し、又は選挙終了後1年未満の期間内に理事に欠員を生じた場合は得票数

及び専門別を考慮して理事会において補充を決定する。

8. 選挙後l年以上経過した後理事に欠員を生じた場合は補充を行なわない。但し3名以上

の欠員を生じた場合は6ヶ月以内に補充選挙を行うものとする。

9. 開票は選挙管理委員会が会員の中から委嘱した立会人のもとに行う O ただし会員は誰で

も開票に立会うことが出来る。

第 5条 理事長、副理事長は理事会の互選により決める。任期は2年とし重任を妨げない。

第 6条 新規に評議員を申請する者については、次の方法により選出する。

申請者は、研究歴・会員歴満5年以上で、評議員2名以上の推薦を必要とし、履歴書・業績

目録を添付の上、理事長に提出する。

神経化学領域に関連した講座あるいは部門の長になった者等には上記の原則によらず、特別

の考慮を払う。

理事長はこれに基づき、理事会において審査し、適格者は総会において選任される。

第 7条 監事の選出については理事会が理事以外の正会員の中から候補者を選び総会の承認を経て理

事長が委嘱する。

第 8条 名誉会員は、次の l項に掲げるもののいずれかの資格を有する場合、 2項の手続きを経て総

会の議決をもって承認される。

1. 資格

(1)永年、会員として本会に多大な貢献をした者で、原則として満65歳以上であること O

(2)神経化学領域で学術的に特に顕著な業績をあげた者(外国人を含む)。

2 手続き

(1)理事または監事を経験した者2名以上による推薦書(本学会への貢献度を示すもの)

と履歴書、業績目録(10篇以内)を添えて、理事長に提出する。

(2)理事長はこれを理事会で審議し、候補者を総会へ推薦する O

第 9条 功労会員は、次の 1項に掲げるもののいずれかの資格を有する場合、 2項の手続きを経て総

会にて承認される。

l 資格

-評議員経験者でかつ定年により現職を退いた者0

・永年、正会員として本会に貢献した者。

2. 手続き

理事会が候補者を決定し、総会へ推薦する。
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第3章事 業

第 10条 機関誌「神経化学」の編集委員は理事会の承認を得て理事長より委嘱する。

第 11条 機関誌の英文名はiBulletinof the ]apanese Society for NeurochemistryJとする O

第 12条 本会の目的を達成するため理事会が必要と認めた時、会員の中から専門委員を委嘱し、委員

会を構成することが出来る。

委員の任期は2年とし、原則として再任を妨げない。

第4章付 則

第 13条 昭和59年11月の会則及び細則変更後に行われる最初の理事選挙に限り、会則第20条及び細則

第2条、第4条の規定にかかわらず、次の特例を設ける O

l 投票期日の〆切を昭和60年2月16日とするO

2 今回の選挙にあたっては被選挙権者に現理事を含むものとし、得票}I頂に12名の当選者を

決定する。投票は無記名6名以内の連記として郵送をもって行う O

3 当選者のうち得票数上位6名のものの任期は4年とし、下位6名のものは2年とする。

4. 今回の当選理事の任期は上位6名のものについては昭和64年2月迄、また下位6名のも

のについては昭和62年2月迄とし、重任されない。理事会で選ばれる 3名の理事の任期

は昭和62年2月迄とし、重任することは出来ない。
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日本神経化学会賛助会員 (50音順)

旭化成ファーマ株式会社

アストラゼネカ株式会社

株式会社エイコム

エーザイ株式会社

株式会社クパフ。ロ

塩野義製薬株式会社

シスメックス株式会社

大正製薬株式会社

武田薬品工業株式会社

田辺三菱製薬株式会社

日本たばこ産業株式会社医薬総合研究所

日本ミリポア株式会社

ノパルテイスファーマ株式会社

株式会社三菱化学生命科学研究所

明治製菓株式会社

レノバサイエンス株式会社
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複写される方へ

日本神経化学会は有限責任中間法人学術著作権協会(学著協)に複写に関する権利委託をして

いますので、本誌に掲載された著作物を複写したい方は、学著協より許諾を受けて複写して下さい。

但し、社団法人日本複写権センター(学著協より複写に関する権利を再委託)と包括複写許諾契

約を締結されている企業の社員による社内利用目的の複写はその必要はありません。(※社外頒

布用の複写は許諾が必要です。)

権利委託先有限責任中間法人 学術著作権協会

干107-0052 東京都港区赤坂9-6-41 乃木坂ピル3階

電話 :0閃3-3担47万5-5団61凶8 FAX: 0ω3-3但47万5-5珂61凹9 E-mail: inぜ由fおo@j拘aa配cC.]

注意:複写以外の言許午諾(著作物の転載.翻訳等)は、学著協で、は扱つていませんので、

直接日本神経化学会へご連絡ください。 (e-mail:刊]S叩n@im江mi比C仁ω.0ぽrι吋.j加p FAX: 03-5臼36臼1-709剖1)

アメリカ合衆国において本書を複写されたい場合は、次の団体へご連絡下さい。

Copyright Clearance Center， Inc. 

222 Rosewood Drive， Danvers， MA 01923 USA 

Phone 1-978-750-8400 FAX 1-978-646-8600 

Notice for Photocopying 

If you wish to photocopy any work of this publication， you have to get permission from the 

following organization to which licensing of copyright clearance is delegated by the copyright 

owner. 

<AII users except those in USA> 

]apan Academic Association for Copyright Clearance， Inc. (JAACC) 

6-41 Akasaka 9-chome， Minato-ku， Tokyo 107-0052 ]apan 

Phone 81-3-3475-5618 FAX 81-3-3475-5619 E-mail: info@jaacc.jp 

<Users in USA> 

Copyright Clearance Center， Inc. 

222 Rosewood Drive， Danvers， MA 01923 USA 

Phone 1-978-750-8400 FAX 1-978-646-8600 
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前任の仲嶋一範先生から機関誌「神経化学」編集委員長を引き継ぎ担当させていただくことになりま

した。不慣れなところも多くあり、会員の皆様にはご迷惑をおかけすることもあるかと存じますが、精一

杯努めて参りたいと思っております。どうぞよろしくお願い致します。本号から国際学会に参加された

若手研究者の方に学会の雰囲気や感想を自由に書き綴っていただく「学会参加レポート」のコーナーを

スタートさせました。日本神経化学会と関連の深い、 ISN(International Society for Neurochemistry) 

やAPSN(Asian-Pacific Society for Neurochemistry)などの Meeting参加者に御執筆をお願いして

おります。日本神経化学会を取り巻く国際学会の動きを知っていただく良い機会になればと期待して

おります。

今年5月に日本神経化学会の発展のために長きにわたりご尽力されました西村健先生と田中亮先生が

相次いでお亡くなりになりました。両先生のご冥福を心よりお祈り申し上げます。本号では先生方の

ご功績を称えて武田雅俊先生と鈴木龍雄先生に追悼文を御執筆いただきました。大変お忙しい中、心の

こもった追悼文をお寄せ下さり感謝申し上げます。

次回の大会は、神経化学会、神経科学会、神経回路学会の3学会合同大会です。学会の枠を越え各世代

の研究者が一同に会して、様々な角度から脳神経研究に関する濃密な議論で盛り上がることを期待したい

と思います。

(今泉和則)
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